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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法において、
　階層構造を利用して、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つ
のホームノード基地局（ホームノードＢ）とを組織し、前記階層構造は、ノードＢよりも
ホームノードＢを優先させることと、
　ノードＢと、ホームノードＢとのうちの少なくとも１つから、システム情報ブロック（
ＳＩＢ）に関連したデータの一部を受信し、前記ＳＩＢは、ユーザ機器（ＵＥ）が前記ホ
ームノードＢを発見することを可能にするように構成されていることと、
　ホームノードＢに関連した検出通知をマクロネットワークに伝達することと、
　前記階層構造と、前記ＳＩＢに関連したデータの一部とのうちの少なくとも１つを用い
て、前記ホームノードＢまたは前記ノードＢから前記ＵＥが選択することを可能にするこ
ととを含む方法。
【請求項２】
　前記ＵＥにより手動のサーチを利用して、前記ホームノードＢを発見することをさらに
含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　モビリティファクターと、ペナルティタイマーとにより、前記ホームノードＢに対する
サーチと、前記ホームノードＢの選択とを制御することをさらに含む請求項１記載の方法
。
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【請求項４】
　前記ホームノードＢに対する第１の公衆陸上移動ネットワーク識別（ＰＬＭＮＩＤ）の
割振りと、前記ノードＢを含むマクロネットワークに対する、第２のＰＬＭＮＩＤの割振
りとを受信し、前記第１のＰＬＭＮＩＤの割振りは、前記第２のＰＬＭＮＩＤの割振りよ
りも優先されることと、
　前記第１のＰＬＭＮＩＤの割振りと、前記第２のＰＬＭＮＩＤの割振りとを利用して、
前記ホームノードＢまたは前記ノードＢから選択することとをさらに含む請求項１記載の
方法。
【請求項５】
　２以上の同等のＰＬＭＮＩＤを更新して、前記ＵＥがホームノードＢをサーチすること
を可能にすることをさらに含む請求項４記載の方法。
【請求項６】
　位置領域コード（ＬＡＣ）の割当てを受信することをさらに含み、前記ＬＡＣの割当て
は、許可されているホームノードＢを許可されていないホームノードＢと区別するために
用いられる請求項１記載の方法。
【請求項７】
　選択されたホームノードＢに対するＰＬＭＮＩＤを受信し、前記ＵＥは、前記選択され
たホームノードＢとの接続を確立していたことと、
　前記選択されたホームノードＢに関係するＰＬＭＮＩＤを記憶させることと、
　前記記憶されたＰＬＭＮＩＤを利用して、第１のホームノードＢおよび第２のホームノ
ードＢから選択することと、
　前記記憶されたＰＬＭＮＩＤに基づいて、前記第１のホームノードＢと、前記第２のホ
ームノードＢとのうちの少なくとも１つに接続することとをさらに含む請求項１記載の方
法。
【請求項８】
　ホームノードＢに関係するスクランブリングコードを受信することと、
　ノードＢに関係するスクランブリングコードを受信することと、
　受信したスクランブリングコードを評価して、新しいＳＩＢまたは既存のＳＩＢを識別
することと、
　前記評価を利用して、ノードＢをサーチすることと、
　前記評価を利用して、ホームノードＢに対するサーチを防ぐこととをさらに含む請求項
１記載の方法。
【請求項９】
　請求項１ないし８のいずれか１項記載の方法を実行する手段を具備するワイヤレス通信
装置。
【請求項１０】
　請求項１ないし８のいずれか１項記載の方法を少なくとも１つのコンピュータに実行さ
せるためのコードを含むコンピュータ読み取り可能記憶媒体。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信装置において、
　階層構造を利用して、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つ
のホームノード基地局（ホームノードＢ）とを組織し、ノードＢと、ホームノードＢとの
うちの少なくとも１つから、システム情報ブロック（ＳＩＢ）に関連したデータの一部を
受信し、ホームノードＢに関連した検出通知をマクロネットワークに伝達し、前記階層構
造と、前記ＳＩＢに関連したデータの一部とのうちの少なくとも１つを用いて、前記ホー
ムノードＢまたは前記ノードＢから前記ＵＥが選択することを可能にするように構成され
ている少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを具備し、
　前記階層構造は、ノードＢよりもホームノードＢを優先させ、
　前記ＳＩＢは、ユーザ機器（ＵＥ）が前記ホームノードＢを発見することを可能にする
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ように構成されている、ワイヤレス通信装置。
【発明の詳細な説明】
【合衆国法典第３５部第１１９条に基づく優先権の主張】
【０００１】
　特許に対する本出願は、２００８年３月２１日に出願され、本出願の譲受人に譲渡され
、参照により明白にここに組み込まれている、“ホームノードＢを有する配備におけるセ
ルの選択および再選択”と題する仮出願第６１／０３８，６６６号に対する優先権を主張
する。
【分野】
【０００２】
　以下の記述は一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、ホームノードＢ中の配備
におけるセルの選択および再選択に関する。
【背景】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、例えば、音声、データなどのようなさまざまなタイプの通
信コンテンツを提供するために広く展開されている。通常のワイヤレス通信システムは、
利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅、送信電力、．．．）を共有することによ
り、複数のユーザとの通信をサポートできる多元接続システムであってもよい。このよう
な多元接続システムの例は、コード分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続
（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元
接続（ＯＦＤＭＡ）システム、およびこれらに類似するものを含んでいてもよい。さらに
、システムは、第３世代パートナーシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ）、３ＧＰＰロング
タームエボリューション（ＬＴＥ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、およ
び／または、最適化エボリューションデータ（ＥＶ－ＤＯ）のような複数搬送波ワイヤレ
ス仕様、それらの１つ以上の改訂などに準拠できる。
【０００４】
　一般に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数の移動デバイスに対する通信を同時
にサポートしてもよい。各移動デバイスは、フォワードリンクおよびリバースリンク上で
の送信により、１つ以上の基地局と通信してもよい。フォワードリンク（すなわちダウン
リンク）は、基地局から移動デバイスへの通信リンクを指し、リバースリンク（すなわち
アップリンク）は、移動デバイスから基地局への通信リンクを指す。さらに、移動デバイ
スと基地局との間の通信は、単一入力単一出力（ＳＩＳＯ）システム、複数入力単一出力
（ＭＩＳＯ）システム、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）システムなどによって確立しても
よい。さらに、ピア・トゥ・ピアのワイヤレスネットワーク構成において、移動デバイス
は、他の移動デバイスと通信できる（および／または基地局は他の基地局と通信できる）
。
【概要】
【０００５】
　１つ以上の観点の基本的な理解を提供するために、以下の記述は、そのような観点の簡
略化した概要を与える。この概要は、考えられるすべての観点の広範な概観ではなく、す
べての観点の主なまたは重要な要素を識別するようにも、いくつかのまたはすべての観点
の範囲を詳細に描写するようにも向けられていない。その唯一の目的は、後に与えられる
より詳細な説明に対するプレリュードとして、簡略化した形態で１つ以上の観点のいくつ
かの概念を与えることである。
【０００６】
　関連した観点にしたがって、方法は、ホームノード基地局とノード基地局とに関連した
、セルの選択を容易にする。方法は、階層構造を利用して、少なくとも１つのノード基地
局（ノードＢ）と、少なくとも１つのホームノード基地局（ホームノードＢ）とを組織す
ることができ、階層構造は、ノードＢよりもホームノードＢを優先させる。方法は、ノー
ドＢと、ホームノードＢとのうちの少なくとも１つから、システム情報ブロック（ＳＩＢ
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）に関連したデータの一部を受信することをさらに含むことができ、ＳＩＢは、ユーザ機
器（ＵＥ）がホームノードＢを発見することを可能にするように構成されている。方法は
また、ホームノードＢに関連した検出通知をマクロネットワークに伝達することを含むこ
とができる。方法は、階層構造と、ＳＩＢに関連したデータの一部とのうちの少なくとも
１つを用いて、ホームノードＢまたはノードＢからＵＥが選択することを可能にすること
を含むことができる。
【０００７】
　別の観点は、ワイヤレス通信装置に関する。ワイヤレス通信装置は、少なくとも１つの
ノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つのホームノード基地局（ホームノードＢ）
とを、ノードＢよりもホームノードＢを優先させる階層構造に組織し、ノードＢと、ホー
ムノードＢとのうちの少なくとも１つから、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を含む通信
を受信し、ホームノードＢを識別するためにＳＩＢを活用し、ＵＥによる手動のサーチを
利用して、ホームノードＢを発見し、ＰＬＭＮＩＤを評価して、ホームノードＢとノード
Ｂとのうちの少なくとも１つを識別し、ＬＡＣの割当てを受信して、許可されているホー
ムノードＢを許可されていないホームノードＢと区別し、ホームノードＢに関連した検出
通知をマクロネットワークに伝達し、階層構造と、ＳＩＢに関連したデータの一部と、Ｐ
ＬＭＮＩＤと、手動のサーチと、ＬＡＣの割当てとのうちの少なくとも１つを用いて、ホ
ームノードＢまたはノードＢからＵＥが選択することを可能にするように構成されている
少なくとも１つのプロセッサを含むことができる。
【０００８】
　さらに別の観点は、ワイヤレス通信装置に関し、ワイヤレス通信装置は、ホームノード
基地局がノード基地局よりも優先されるユーザ機器に対して、効率的な選択を可能にする
。ワイヤレス通信装置は、ホームノード基地局（ホームノードＢ）と、マクロ基地局に関
係するノード基地局（ノードＢ）とのうちの少なくとも１つに関連したデータの一部を受
信する手段を含むことができる。さらに、ワイヤレス通信装置は、データの一部を評価し
てホームノードＢおよびノードＢ間の優先順位を識別する手段を備えることができる。ワ
イヤレス通信装置は、評価に基づいて、ノードＢよりも、ＵＥの接続に対してホームノー
ドＢを選択する手段を含むことができる。ワイヤレス通信装置は、選択に基づいて、ホー
ムノードＢと、ノードＢとのうちの少なくとも１つにＵＥを接続する手段をさらに備える
ことができる。
【０００９】
　さらに別の観点は、少なくとも１つのコンピュータに、少なくとも１つのノード基地局
（ノードＢ）と、少なくとも１つのホームノード基地局（ホームノードＢ）とを、ノード
ＢよりもホームノードＢを優先させる階層構造に組織させるためのコードと、少なくとも
１つのコンピュータに、ノードＢと、ホームノードＢとのうちの少なくとも１つから、シ
ステム情報ブロック（ＳＩＢ）を含む通信を受信させるためのコードと、少なくとも１つ
のコンピュータに、ホームノードＢを識別するためにＳＩＢを活用させるためのコードと
、少なくとも１つのコンピュータに、ＵＥによる手動のサーチを利用してホームノードＢ
を発見させるためのコードと、少なくとも１つのコンピュータに、ＰＬＭＮＩＤを評価し
てホームノードＢまたはノードＢのうちの少なくとも１つを識別させるためのコードと、
少なくとも１つのコンピュータに、ＬＡＣの割当てを受信して許可されているホームノー
ドＢを許可されていないホームノードＢと区別させるためのコードと、少なくとも１つの
コンピュータに、ホームノードＢに関連した検出通知をマクロネットワークに伝達させる
ためのコードと、少なくとも１つのコンピュータに、階層構造と、ＳＩＢに関連したデー
タの一部と、ＰＬＭＮＩＤと、手動のサーチと、ＬＡＣの割当てとのうちの少なくとも１
つを用いてホームノードＢまたはノードＢからＵＥが選択することを可能にさせるための
コードと、を有するコンピュータ読取り可能媒体を備えているコンピュータプログラムプ
ロダクトに関する。
【００１０】
　他の観点にしたがって、装置は、データの一部を受信するモジュールであって、データ
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の一部は、ホームノードＢに対するＳＩＢと、ノードＢに対するＳＩＢと、ホームノード
Ｂに対するＰＬＭＮ ＩＤと、ノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤと、ホームノードＢに対す
るＬＡＣと、ノードＢに対するＬＡＣとのうちの少なくとも１つである受信機モジュール
と、受信したデータの一部に基づいて、接続のためのホームノードＢと、接続のためのノ
ードＢとのうちの少なくとも１つを識別するモジュールであって、識別されたホームノー
ドＢをマクロネットワークに伝達する選択モジュールと、ユーザにより開始される手動の
リクエストに基づいて、少なくとも１つのホームノードＢを発見するジュールであって、
発見は、データの一部を活用するサーチモジュールとを含むことができる。
【００１１】
　他の観点にしたがって、方法は、ホームノード基地局がノード基地局よりも優先される
ユーザ機器に対して、効率的な選択を容易にする。方法は、ユーザ機器（ＵＥ）から、ホ
ームノード基地局（ホームノードＢ）に関係する検出通知を受信することを含むことがで
き、検出通知は、接続のためのホームノードＢを識別する。さらに、方法は、少なくとも
１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つのホームノードＢとを、ノードＢよ
りもホームノードＢに、ＵＥに対する接続を優先させる階層構造内に組織することを含む
ことができる。方法は、階層構造のうちの１つに基づいて、ＵＥと、ホームノードＢおよ
びノードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立することとをさらに含むことがで
きる。
【００１２】
　別の観点は、ワイヤレス通信装置に関する。ワイヤレス通信装置は、ホームノード基地
局（ホームノードＢ）に関係し、接続のためのホームノードＢを識別する検出通知を、ユ
ーザ機器（ＵＥ）から受信し、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくと
も１つのホームノードＢとを、ノードＢよりもホームノードＢに、ＵＥに対する接続を優
先させる階層構造内に組織し、階層構造のうちの１つに基づいて、ＵＥと、ホームノード
ＢおよびノードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立するように構成されている
少なくとも１つのプロセッサを含むことができる。
【００１３】
　別の観点は、接続のためのホームノード基地局の検出の伝達を可能にするワイヤレス通
信装置に関する。ワイヤレス通信装置は、第１のＵＥから、検出されたホームノード基地
局（ホームノードＢ）に関連した通知を受信する手段を含むことができる。ワイヤレス通
信装置は、検出されたホームノードＢに関連した情報を第２のＵＥに伝達する手段をさら
に含むことができる。ワイヤレス通信装置は、検出されたホームノードＢに関連したデー
タの一部を活用して、ホームノードＢをノードＢと区別する手段を含むことができる。さ
らに、ワイヤレス通信装置は、データの一部に基づいて、ホームノードＢまたはノードＢ
のうちの少なくとも１つにＵＥが接続することを可能にする手段を含むことができる。
【００１４】
　さらに別の観点は、少なくとも１つのコンピュータに、ユーザ機器（ＵＥ）から、ホー
ムノード基地局（ホームノードＢ）に関係する検出通知を受信させるためのコードであっ
て、検出通知は、接続のためのホームノードＢを識別するコードと、少なくとも１つのコ
ンピュータに、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つのホーム
ノードＢとを、ノードＢよりもホームノードＢに、ＵＥに対する接続を優先させる階層構
造内に組織させるためのコードと、少なくとも１つのコンピュータに、階層構造のうちの
１つに基づいて、ＵＥと、ホームノードＢおよびノードＢのうちの少なくとも１つとの間
の接続を可能にさせるためのコードとを有するコンピュータ読取り可能媒体を備えている
コンピュータプログラムプロダクトに関する。
【００１５】
　他の観点にしたがって、装置は、ユーザ機器（ＵＥ）から、検出されたホームノード基
地局（ホームノードＢ）を受信する受信機モジュールと、階層構造を利用して、少なくと
も１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つの検出されたホームノードＢとを
組織するモジュールであって、階層構造は、ノードＢよりも検出されたホームノードＢを
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優先させるオーガナイザーモジュールと、ＵＥにデータの一部を伝達するモジュールであ
って、データの一部は、ホームノードＢに対するＳＩＢと、ノードＢに対するＳＩＢと、
ホームノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤと、ノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤと、ホームノ
ードＢに対するＬＡＣと、ノードＢに対するＬＡＣとのうちの少なくとも１つである送信
機モジュールとを含むことができる。
【００１６】
　先のおよび関連する目的を達成するために、１つ以上の実施形態は、以下で十分に記述
し、特に特許請求の範囲において示す特徴を備えている。以下の記述および添付図面は、
１つ以上の観点のいくつかの例示的な特徴を詳細に示す。これらの特徴は、さまざまな実
施形態の原理を用いてもよいさまざまな方法のうちのほんのいくつかを表すにすぎず、本
記述は、このようなすべての観点およびそれらの均等物を含むように向けられている。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、ここで示すさまざまな観点にしたがった、ワイヤレス通信システムの説
明図である。
【図２】図２は、ワイヤレス通信環境内で使用する例示的な通信装置の説明図である。
【図３】図３は、ホームノード基地局およびノード基地局に関連したセル選択を容易にす
る、例示的なワイヤレス通信システムの説明図である。
【図４】図４は、ホームノード基地局がノード基地局に対して優先されるユーザ機器のた
めに効率的な選択を可能にする例示的な方法の説明図である。
【図５】図５は、接続のためのホームノード基地局の検出を伝達する例示的な方法の説明
図である。
【図６】図６は、ワイヤレス通信システム中のホームノード基地局の検出に関連した情報
の伝達を容易にする例示的な移動デバイスの説明図である。
【図７】図７は、ワイヤレス通信環境において、ノード基地局よりもホームノード基地局
の選択を容易にする例示的なシステムの説明図である。
【図８】図８は、ここで記述するさまざまなシステムおよび方法に関して使用できる例示
的なワイヤレスネットワーク環境の説明図である。
【図９】図９は、ホームノード基地局がノード基地局よりも優先されるユーザ機器のため
に効率的な選択を容易にする例示的なシステムの説明図である。
【図１０】図１０は、接続のためのホームノード基地局の検出を伝達できる例示的なシス
テムの説明図である。
【詳細な説明】
【００１８】
　図面に関連して、さまざまな観点をこれから記述する。以下の記述において、説明のた
め、１つ以上の観点の完全な理解を提供するために、多数の特定の詳細な説明を述べる。
しかしながら、これらの特定の詳細な説明なしに、そのような観点を実施できることは明
白であるかもしれない。
【００１９】
　本出願中で使用されるような、用語“コンポーネント”、“モジュール”、“システム
”、およびこれらに類似するものは、限定的ではないが、ハードウェア、ファームウェア
、ハードウェアとソフトウェアとの組み合わせ、ソフトウェアまたは実行中のソフトウェ
アのような、コンピュータ関連エンティティを含むように向けられている。例えば、コン
ポーネントはプロセッサ上で実行するプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行ファイ
ル、実行のスレッド、プログラム、および／またはコンピュータであってもよいが、それ
だけに限られない。実例として、計算デバイス上で実行するアプリケーションと計算デバ
イスとの両方をコンポーネントとすることができる。１つ以上のコンポーネントが１つの
プロセスおよび／または実行のスレッド内に存在してもよく、コンポーネントが１つのコ
ンピュータ上にローカライズされてもよく、および／または２つ以上のコンピュータ間に
分散されてもよい。また、これらのコンポーネントは、記憶したさまざまなデータ構造を
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有するさまざまなコンピュータ読み取り可能媒体から実行できる。コンポーネントは、ロ
ーカルシステム中の、分散システム中の別のコンポーネントと相互に対話する、および／
またはインターネットのようなネットワークを通して、信号により他のシステムと相互に
対話する、１つのコンポーネントからのデータのような、１つ以上のデータパケットを有
する信号にしたがうような、ローカルおよび／またはリモートプロセスを通して通信して
もよい。
【００２０】
　さらに、端末に関連して、さまざまな実施形態をここで記述する。端末は、ワイヤード
端末またはワイヤレス端末とすることができる。端末は、システム、デバイス、加入者ユ
ニット、加入者局、移動局、移動、移動デバイス、リモート局、リモート端末、アクセス
端末、ユーザ端末、端末、通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザデバイス、または
ユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれることもある。ワイヤレス端末は、セルラ電話機、衛星電話
機、コードレス電話機、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話機、ワイヤレスローカ
ルループ（ＷＬＬ）局、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続機
能を有するハンドヘルドデバイス、計算デバイス、またはワイヤレスモデムに接続される
他の処理デバイスであってもよい。さらに基地局に関連して、さまざまな観点をここで記
述する。基地局は、ワイヤレス端末と通信するために利用してもよく、アクセスポイント
、ノードＢ、または他のいくつかの専門用語で呼ばれることもある。
【００２１】
　さらに、用語“または”は、排他的な“または”ではなく、包括的な“または”を意味
するように向けられている。すなわち、特に指定しない限り、または、文脈から明らかで
ない限り、句“ＸはＡまたはＢを用いる”は、次の例のいずれかにより満たされる；Ｘが
Ａを用いる；ＸがＢを用いる；または、ＸがＡおよびＢの両方を用いる。さらに、本明細
書および特許請求の範囲において使用されるとき、冠詞“１つ（ａ）”および“１つ（ａ
ｎ）”は一般的に、特に指定しない限り、または、単数の形態向けられていることが文脈
から明らかでない限り、“１つ以上の”を意味するように解釈すべきである。
【００２２】
　ここで記述する技術を、さまざまなワイヤレス通信システムに対して使用してもよく、
さまざまなワイヤレス通信システムは、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のシステムのようなものである。用語“システム”および“ネッ
トワーク”は、区別なく使用されることが多い。ＣＤＭＡシステムは、ユニバーサル地上
無線アクセス（ＵＴＲＡ）や、ｃｄｍａ２０００などのような無線技術を実現してもよい
。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）と、ＣＤＭＡの他の変形体とを含む。さ
らに、ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６の標準規格
をカバーする。ＴＤＭＡシステムは、移動体通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商
標））のような無線技術を実現してもよい。ＯＦＤＭＡシステムは、進化型ＵＴＲＡ（Ｅ
－ＵＴＲＡ）や、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）や、ＩＥＥＥ８０２．１１
（Ｗｉ－Ｆｉ）や、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）や、ＩＥＥＥ８０２．２０や、
フラッシュ－ＯＦＤＭなどのような無線技術を実現してもよい。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴ
ＲＡは、ユニバーサル移動体電気通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロン
グタームエボリューション（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用する、ＵＭＴＳのリリース
であり、ダウンリンク上でＯＦＤＭＡを用い、アップリンク上でＳＣ－ＦＤＭＡを用いる
。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、“第３世代パートナーシ
ップ・プロジェクト”（３ＧＰＰ）と名付けられた組織からの文書で説明されている。さ
らに、ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、“第３世代パートナーシップ・プロジェクト２
”（３ＧＰＰ２）と名付けられた組織からの文書で説明されている。さらに、そのような
ワイヤレス通信システムは、追加として、対になっていない、無免許のスペクトルを使用
することが多い、ピアツーピア（例えば、移動―移動）アドホックネットワークシステム
と、８０２．ｘｘワイヤレスＬＡＮと、ブルートゥース（登録商標）と、他の任意の短距
離または長距離のワイヤレス通信技術とを含んでいてもよい。
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【００２３】
　多数のデバイス、コンポーネント、モジュールおよびこれらに類似するものを含んでい
てもよいシステムに関して、さまざまな観点または特徴を与えるだろう。さまざまなシス
テムは、追加のデバイス、コンポーネント、モジュールなどを含んでもよく、および／ま
たは、図に関連して説明する、デバイス、コンポーネント、モジュールなどのすべてを
含んでいなくてもよいことを、理解および認識すべきである。これらのアプローチの組み
合わせを使用してもよい。
【００２４】
　これから図１を参照すると、ワイヤレス通信システム１００が、ここで与えられるさま
ざまな実施形態にしたがって図示されている。システム１００は、複数のアンテナグルー
プを含むことができる基地局１０２を備えている。例えば、１つのアンテナグループがア
ンテナ１０４および１０６を含むことができ、別のグループがアンテナ１０８および１１
０を含むことができ、さらなるグループがアンテナ１１２および１１４を含むことができ
る。２つのアンテナが各アンテナグループに対して図示されているが、より多い、または
、より少ないアンテナを各グループに対して利用できる。基地局１０２はさらに、送信機
チェーンおよび受信機チェーンを含むことができ、当業者によって理解されるように、送
信機チェーンおよび受信機チェーンのそれぞれは、信号の送信および受信に関係する複数
のコンポーネント（例えば、プロセッサ、変調器、マルチプレクサ、復調器、デマルチプ
レクサ、アンテナなど）を備えることができる。
【００２５】
　基地局１０２は、移動デバイス１１６および移動デバイス１２２のような１つ以上の移
動デバイスと通信できる。しかしながら、基地局１０２は、実質的に、移動デバイス１１
６および１２２に類似する任意の数の移動デバイスと通信できることを理解すべきである
。移動デバイス１１６および１２２は、例えば、セルラ電話機、スマート電話機、ラップ
トップ、ハンドヘルド通信デバイス、ハンドヘルド計算デバイス、衛星ラジオ、全地球測
位システム、ＰＤＡ、および／またはワイヤレス通信システム１００によって通信するた
めの他の任意の適切なデバイスとすることができる。描写したように、移動デバイス１１
６は、アンテナ１１２および１１４と通信しており、ここでアンテナ１１２および１１４
は、フォワードリンク１１８によって移動デバイス１１６に情報を送信し、リバースリン
ク１２０によって移動デバイス１１６から情報を受信する。さらに、移動デバイス１２２
は、アンテナ１０４および１０６と通信しており、ここでアンテナ１０４および１０６は
、フォワードリンク１２４によって移動デバイス１２２に情報を送信し、リバースリンク
１２６によって移動デバイス１２２から情報を受信する。例えば、周波数分割複信（ＦＤ
Ｄ）システムにおいて、フォワードリンク１１８は、リバースリンク１２０により使用さ
れるものとは異なる周波数帯域を利用でき、フォワードリンク１２４は、リバースリンク
１２６により用いられるものとは異なる周波数帯域を用いることができる。さらに、時分
割複信（ＴＤＤ）システムにおいて、フォワードリンク１１８およびリバースリンク１２
０は、共通の周波数帯域を利用でき、フォワードリンク１２４およびリバースリンク１２
６は、共通の周波数帯域を利用できる。
【００２６】
　通信するために指定されている、アンテナの各グループ、および／またはエリアは、基
地局１０２のセクタと呼ばれることがある。例えば、アンテナのグループは、基地局１０
２によってカバーされるエリアのセクタにおける移動デバイスに伝達するように設計でき
る。フォワードリンク１１８および１２４に対する通信において、基地局１０２の送信ア
ンテナはビームフォーミングを利用して、移動デバイス１１６および１２２に対するフォ
ワードリンク１１８および１２４の信号対雑音比を向上させることができる。さらに、基
地局１０２がビームフォーミングを利用して、関連したカバレッジを通してランダムに分
散されている移動デバイス１１６および１２２に送信する間に、近隣セルにおける移動デ
バイスは、単一のアンテナによってすべての移動デバイスに送信する基地局と比較して、
より少ない干渉を受け得る。
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【００２７】
　基地局１０２（および／または基地局１０２の各セクタ）は、１つ以上の多元接続技術
（例えば、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、．．．）を用いることができる
。例えば、基地局１０２は、対応する帯域幅上で移動デバイス（例えば、移動デバイス１
１６および１２２）と通信する特定の技術を利用できる。さらに、１つよりも多い技術が
、基地局１０２により用いられる場合、各技術を、それぞれの帯域幅に関連させることが
できる。ここで記述する技術は、次のものを含むことができる：移動体通信用グローバル
システム（ＧＳＭ）、汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）、ＧＳＭ進化型拡張データ
レート（ＥＤＧＥ）、ユニバーサル移動体電気通信システム（ＵＭＴＳ）、広帯域コード
分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）、ｃｄｍａＯｎｅ（ＩＳ－９５）、ＣＤＭＡ２０００、最
適化エボリューションデータ（ＥＶ－ＤＯ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ
）、マイクロ波アクセスのための世界相互運用（ＷｉＭＡＸ）、メディアＦＬＯ、デジタ
ルマルチメディアブロードキャスティング（ＤＭＢ）、デジタルビデオブロードキャステ
ィング―ハンドヘルド（ＤＶＢ－Ｈ）など。上述の技術のリストは、例として提供され、
請求される主題事項は、それに限定されず、むしろ、実質的に任意のワイヤレス通信技術
が、この文書に添付の特許請求の範囲に入るように向けられていることを理解すべきであ
る。
【００２８】
　基地局１０２は、第１の技術により、第１の帯域幅を用いることができる。さらに、基
地局１０２は、第２の帯域幅上で第１の技術に対応するパイロットを送信できる。１つの
実例にしたがうと、何らかの第２の技術を利用する通信に対して、基地局１０２および／
または（示していない）何らかの異なる基地局により、第２の帯域幅を活用できる。さら
に、パイロットは、（例えば、第２の技術を通して通信する移動デバイスに）第１の技術
の存在を示すことができる。例えば、パイロットは、ビットを使用して、第１の技術の存
在に関する情報を搬送できる。さらに、第１の技術を利用するセクタのセクタＩＤや、第
１の周波数の帯域幅を示す搬送波インデックスや、これらに類似するもののような情報を
、パイロットに含めることができる。
【００２９】
　別の例にしたがうと、パイロットは、ビーコン（および／またはビーコンのシーケンス
）とすることができる。ビーコンは、電力の大部分が、１つの副搬送波またはいくつかの
副搬送波（例えば、少ない数の副搬送波）上で送信されるＯＦＤＭシンボルとすることが
できる。したがって、ビーコンは、移動デバイスにより観測できる強いピークを提供し、
一方、帯域幅の狭い部分上のデータと干渉する（例えば、帯域幅の残りは、ビーコンによ
り影響を受けない可能性がある）。この例にしたがって、第１のセクタは、第１の帯域幅
上でＣＤＭＡにより通信でき、第２のセクタは、第２の帯域幅上でＯＦＤＭにより通信で
きる。したがって、第１のセクタは、第２の帯域幅上でＯＦＤＭビーコン（またはＯＦＤ
Ｍビーコンのシーケンス）を送信することにより、（例えば、第２の帯域幅上でＯＦＤＭ
を利用して動作している移動デバイスに対して）第１の帯域幅上でのＣＤＭＡの利用可能
性を示すことができる。
【００３０】
　主題のイノベーションは、一般に、ホームノード基地局（ホームノードＢ、ＨＮＢなど
）を含む配備において、効率的なセルの選択および再選択を可能にすることができる。請
求される主題事項は、旧来のユーザ機器（ＵＥ）および／またはユーザ機器（ＵＥ）が、
既存のノードＢに加えてホームノードＢを活用する能力を取り入れる技術を提供できる。
したがって、効率的なホームノードＢのサーチ、選択、および再選択を実現するために、
セルの選択および再選択に対しいて修正が提供される。さらに、そのような修正を取り入
れることにより、主題のイノベーションは、ＵＥ（例えば、旧来のＵＥなど）およびホー
ムノードＢに加入していないＵＥの待機時間に対する影響を緩和できる。
【００３１】
　請求される主題事項は、セルのサーチ、選択、および／または再選択を最適化するため
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に、次の修正のうちの少なくとも１つを用いることができる：ホームノードＢに対する手
動のサーチ；ＵＥに対するシステム情報ブロック（ＳＩＢ）の構成、（ノードＢを含む）
マクロネットワークに関するＳＩＢおよびホームノードＢに関するＳＩＢは、ＵＥに対す
る発見を容易にできる；ノードＢよりもホームノードＢの優先順位付けのための階層型セ
ル構造；ホームノードＢおよびノードＢに対する別々の公衆陸上移動ネットワーク識別（
ＰＬＭＮ ＩＤ）、ＰＬＭＮ ＩＤを利用して、（ノードＢを含む）マクロネットワークよ
りもホームノードＢを優先させることができる；ホームノードＢおよびノードＢに対する
位置領域コード（ＬＡＣ）の割当て、ＬＡＣ割当ては、ホームノードＢをノードＢと区別
できる；ＵＥが以前に接続していたホームノードＢへの効率的な接続のために、そのよう
なホームノードＢを活用する、ＵＥベースの学習；または、ホームノードＢをノードＢと
区別するために利用できるスクランブリングコードのブロードキャスト。
【００３２】
　図２に目を向けると、ワイヤレス通信環境内で使用するための通信装置２００が図示さ
れている。通信装置２００は、基地局またはその一部、ユーザ機器（ＵＥ）またはその一
部、移動デバイスまたはその一部、あるいは、ワイヤレス通信環境中で送信されたデータ
を受信する、実質的に任意の通信装置とすることができる。通信システムにおいて、通信
装置２００は、以下で記述するコンポーネントを用いて通信装置２００を構成して、１０
０ｍｓよりも短い、低減された測定期間の間にＵＰＨ測定値を報告する。
【００３３】
　通信装置２００は、データの一部を受け取ることができる受信機モジュール２０２を含
むことができ、データの一部は、ホームノードＢに対するシステム情報ブロック（ＳＩＢ
）のタイプと、ノードＢに対するＳＩＢと、ホームノードＢに対する公衆陸上移動ネット
ワーク識別（ＰＬＭＮ ＩＤ）と、ノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤと、ホームノードＢに
対する位置領域コード（ＬＡＣ）と、ノードＢに対するＬＡＣとのうちの少なくとも１つ
である。さらに、受信機モジュール２０２は、少なくとも１つのノードＢからの通信を受
信でき、通信は、そのようなホームノードＢの検出を可能にすることができる。
【００３４】
　通信装置２００は、選択モジュール２０４をさらに含むことができ、選択モジュール２
０４は、マクロネットワークおよび／またはノードＢに対して、識別されたホームノード
Ｂを伝達でき、マクロネットワークおよび／またはノードＢは、検出されたホームノード
Ｂを、異なるユーザ機器（ＵＥ）に伝達できる。選択モジュールは、受け取ったデータの
一部に基づいて、接続のためのホームノードＢと、接続のためのノードＢとのうちの少な
くとも１つをさらに識別できる。
【００３５】
　さらに、示していないが、通信装置２００はメモリを含むことができ、メモリは、階層
構造を利用して、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つのホー
ムノード基地局（ホームノードＢ）とを組織し、階層構造は、ノードＢよりもホームノー
ドＢを優先させることと、ノードＢおよびホームノードＢのうちの少なくとも１つから、
システム情報ブロック（ＳＩＢ）に関連したデータの一部を受信し、ＳＩＢは、ユーザ機
器（ＵＥ）がホームノードＢを発見することを可能にするように構成されていることと、
ホームノードＢに関連した検出通知をマクロネットワークに伝達することと、階層構造と
、ＳＩＢに関連したデータの一部とのうちの少なくとも１つを用いて、ホームノードＢま
たはノードＢからＵＥが選択することを可能にすることと、これらに類似することとに関
する命令を保持することを理解すべきである。さらに、メモリは、ＵＥによる手動のサー
チを利用して、ホームノードＢを発見することと、モビリティファクターおよびペナルテ
ィタイマーにより、ホームノードＢに対するサーチおよびホームノードＢの選択を制御す
ることと、ホームノードＢに対する第１の公衆陸上移動ネットワーク識別（ＰＬＭＮ Ｉ
Ｄ）の割振りと、ノードＢを含むマクロネットワークに対する第２の公衆陸上移動ネット
ワーク識別（ＰＬＭＮ ＩＤ）の割振りとを受信し、第１のＰＬＭＮ ＩＤの割振りは、第
２のＰＬＭＮ ＩＤの割振りに対して優先されることと、第１のＰＬＭＮ ＩＤの割振りと
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、第２のＰＬＭＮ ＩＤの割振りとを利用して、ホームノードＢまたはノードＢから選択
することと、２以上の同等のＰＬＭＮ ＩＤをダイナミックに更新して、ＵＥがホームノ
ードＢをサーチすることを可能にすることと、位置領域コード（ＬＡＣ）の割当てを受信
し、ＬＡＣの割当ては、許可されているホームノードＢを、許可されていないホームノー
ドＢと区別するために用いられることと、選択されたホームノードＢに関係するＰＬＭＮ
 ＩＤを受信し、ＵＥが選択されたホームノードＢとの接続を確立していたことと、選択
されたホームノードＢに関連するＰＬＭＮ ＩＤを追跡することと、追跡されたＰＬＭＮ 
ＩＤを利用して、第１のホームノードＢおよび第２のホームノードＢから選択することと
、追跡されたＰＬＭＮ ＩＤに基づいて、第１のホームノードＢおよび第２のホームノー
ドＢのうちの少なくとも１つに接続することと、ホームノードＢに関係するスクランブリ
ングコードを受信することと、ノードＢに関係するスクランブリングコードを受信するこ
とと、受信したスクランブリングコードを評価して、新しいＳＩＢまたは既存のＳＩＢを
識別することと、評価を利用してノードＢをサーチすることと、評価を利用してホームノ
ードＢに対するサーチを防ぐことと、これらに類似することとに関する命令を保持できる
。
【００３６】
　さらに、通信装置２００は、ユーザ機器（ＵＥ）から、ホームノード基地局（ホームノ
ードＢ）に関係する検出通知を受信し、検出通知は、接続のためのホームノードＢを識別
することと、ノードＢよりもホームノードＢに、ＵＥに対する接続を優先させる階層構造
内に、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つのホームノードＢ
とを組織することと、階層構造のうちの１つに基づいて、ＵＥと、ホームノードＢおよび
ノードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立することと、これらに類似すること
とに関する命令を保持するメモリを含むことができることを理解すべきである。さらに、
メモリは、ホームノードＢのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）に関連したデータの一部と
、ノードＢのＳＩＢに関連したデータの一部とを送信することと、データの一部に基づい
て、ＵＥと、ホームノードＢおよびノードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立
することと、ホームノードＢに関連した公衆陸上移動ネットワーク識別（ＰＬＭＮ ＩＤ
）と、ノードＢに関連したＰＬＭＮ ＩＤとを伝達することと、ホームノードＢに関連し
たＰＬＭＮ ＩＤと、ノードＢに関連したＰＬＭＮ ＩＤとのうちの１つに基づいて、ＵＥ
と、ホームノードＢおよびノードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立すること
と、ホームノードＢに対する位置領域コード（ＬＡＣ）の割当てと、ノードＢに対するＬ
ＡＣの割当てとを伝達することと、ホームノードＢに対するＬＡＣの割当てと、ノードＢ
に対するＬＡＣの割当てとのうちの１つに基づいて、ＵＥと、ホームノードＢおよびノー
ドＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立することと、これらに類似することとに
関する命令を保持できる。さらに、通信装置２００は、命令（例えば、メモリ内に保持さ
れている命令、異なる情報源から取得される命令、．．．）を実行することに関して利用
してもよいプロセッサを含むことができる。
【００３７】
　これから、図３を参照すると、ホームノード基地局およびノード基地局に関連したセル
選択を容易にするワイヤレス通信システム３００が図示されている。システム３００は、
ユーザ機器（ＵＥ）３０４と通信する基地局３０２（および／または（示していない）任
意の数の異なる通信装置）を含む。基地局３０２は、フォワードリンクチャネルを通して
ＵＥ３０４に情報を送信でき；さらに、基地局３０２は、リバースリンクチャネルを通し
てＵＥ３０４から情報を受信できる。さらに、システム３００は、ＭＩＭＯシステムとす
ることができる。さらに、システム３００は、ＯＦＤＭＡワイヤレスネットワーク、３Ｇ
ＰＰ ＬＴＥワイヤレスネットワークなどにおいて動作できる。また、１つの例において
、基地局３０２中で示し、以下で記述するコンポーネントおよび機能は、同様にＵＥ３０
４中に存在することができ、逆も成り立つ。描写した構成は、説明を容易にするために、
これららのコンポーネントを除外している。
【００３８】
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　ＵＥ３０４は、受信機モジュール３０６を含むことができ、受信機モジュール３０６は
、ホームノードＢと、ノードＢと、ノードＢを含むマクロネットワークとのうちの少なく
とも１つに関連したデータの一部を受信できる。データの一部は、限定ではないが、ホー
ムノードＢに対するＳＩＢ、ノードＢに対するＳＩＢ、ホームノードＢに対するＰＬＭＮ
 ＩＤ、ノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤ、ホームノードＢに対するＬＡＣ、または、ノー
ドＢに対するＬＡＣとすることができる。受信機モジュール３０６は、検出されたホーム
ノードＢに関連した情報をさらに受信できる。
【００３９】
　ＵＥ３０４は、選択モジュール３０８をさらに含むことができ、選択モジュール３０８
は、ＵＥ３０４に対するセル（例えば、ノードＢ、ホームノードＢなど）の選択を可能に
することができる。一般に、ＵＥ３０４は、接続のための、ホームノードＢと、ノードＢ
とのうちの少なくとも１つを識別するために、受信したデータの一部を活用できる。一般
に、受信したデータの一部は、ホームノードＢのパラメータおよびマクロノードＢのパラ
メータを提供でき、ホームノードＢのパラメータを優先させることができる。
【００４０】
　ＵＥ３０４は、サーチモジュール３１０をさらに含むことができ、サーチモジュール３
１０は、ホームノードＢを検出するために手動のサーチを可能にすることができる。例え
ば、手動のサーチは、ユーザのリクエストにより開始でき、サーチモジュール３１０は、
予め規定されている近接または信号範囲内で、何らかの適切なホームノードＢを検出でき
る。
【００４１】
　基地局３０２は、受信機モジュール３１２を含むことができ、受信機モジュール３１２
は、検出されたホームノードＢを識別する、ＵＥ３０４からの通信を受信できる。言い換
えれば、ＵＥはホームノードＢを検出でき、受信機モジュール３１２は、そのような検出
されたホームノードＢに関連した情報（例えば、ホームノードＢのパラメータなど）を受
信できる。
【００４２】
　基地局３０２は、オーガナイザーモジュール３１４を含むことができ、オーガナイザー
モジュール３１４は、ノードＢまたはマクロノードＢよりも検出されたホームノードＢを
選ぶことができる接続の優先順位を、階層的に構築または構成できる。一般に、オーガナ
イザーモジュール３１４は、ホームノードＢのパラメータおよびマクロノードＢのパラメ
ータをブロードキャストでき、ホームノードＢのパラメータは、マクロノードＢのパラメ
ータに対して区別でき、優先できる。
【００４３】
　さらに、基地局３０２は、送信機モジュール３１６を含むことができ、送信機モジュー
ル３１６は、ホームノードＢのパラメータおよびマクロノードＢのパラメータをブロード
キャストでき、近接または範囲内のホームノードＢを発見していないか、または知らない
、異なるＵＥに対して、ホームノードＢのパラメータを伝達できる。送信機３１６は、ホ
ームノードＢまたはマクロノードＢに対するパラメータに関連したデータの一部をブロー
ドキャストまたは伝達できる。データの一部は、ホームノードＢに対するＳＩＢと、ノー
ドＢに対するＳＩＢと、ホームノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤと、ノードＢに対するＰ
ＬＭＮ ＩＤと、ホームノードＢに対するＬＡＣと、ノードＢに対するＬＡＣとのうちの
少なくとも１つである。
【００４４】
　一般に、主題のイノベーションは、ホームノードＢに関して、セルのサーチ、セルの選
択、セルの再選択、の技術を修正できる。イノベーションは、旧来のＵＥと、何らかのホ
ームノードＢに加入していないＵＥとの待機時間に対する影響を緩和できる。ＵＥが、予
め規定されている近接または範囲内のホームノードＢを識別することを可能にするために
、手動のサーチを実現できる。さらに、主題のイノベーションは、隣接セット構成を修正
でき、ＵＥがマクロネットワーク（およびノードＢを含む）よりもホームノードＢを優先
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させることを可能にするために、マクロネットワークおよびホームノードＢに対してＳＩ
Ｂのタイプを設定できる。例えば、マクロノードＢおよびホームノードＢに対するＳＩＢ
３およびＳＩＢ１１は、ＵＥがホームノードＢを発見するのを支援するように構成できる
。いったん発見されると、ＵＥは、マクロセルよりもホームノードＢを優先させることが
できる。
【００４５】
　さらに、請求される主題事項は、セルの階層を実現でき、セルの階層は、マクロノード
ＢよりもホームノードＢを優先させることができる。モビリティ基準およびペナルティタ
イマーの両方が、ホームノードＢのサーチおよびセルの再選択を制御できる。さらに、主
題のイノベーションは、ＰＬＭＮ ＩＤを活用することにより、ノードＢまたはマクロノ
ードＢよりもホームノードＢを優先させることができる。マクロネットワークと、ホーム
ノードＢネットワークとに対する別々のＰＬＭＮ ＩＤの割振りは、マクロノードＢより
もホームノードＢを優先させることができる。さらに、ホームノードＢに対するサーチを
調整するために、同等のＰＬＭＮ ＩＤをダイナミックに更新できる。さらに、ＵＥが、
許可されているホームノードＢを許可されていないホームノードＢと区別することを可能
にするために、ＬＡＣの割振りを活用できる。
【００４６】
　主題のイノベーションは、ＵＥベースの学習をさらに提供でき、ＵＥは、最近利用され
たＰＬＭＮに対するサーチを優先させて、システム選択に対する待ち時間および電流の排
流を低減させることができる。ＵＥは、それが接続していた（例えば、最近使用された）
ホームノードＢのリストを記憶し、記録し、維持することができ、または、そのような１
組のホームノードＢを覚えていることができる。さらに、最初の発見後に、ＵＥは、その
ような１組のホームノードＢを活用して、後の時間における効率的なホームノードＢの発
見のために、関連情報を維持または記録できる。さらに、主題のイノベーションは、何ら
かのホームノードＢに関して許可されていないＵＥに対する影響を緩和できる。ホームノ
ードＢに割り振られているスクランブリングコードを利用して、隣接リスト中のマクロノ
ードＢに割り当てられているスクランブリングコードを区別し、新しいＳＩＢまたは既存
のＳＩＢをブロードキャストできる。ＵＥが、許可されているホームノードＢを許可され
ていないホームノードＢと区別することを可能にするために、ＬＡＣの割振りをさらに利
用できる。同様に、階層型セルのアプローチに対して、明確な高い優先順位をホームノー
ドＢに対して確保できる。そのような区別により、ホームノードＢの発見をＵＥが実現す
ること防ぐことができ、ＵＥは、ホームノードＢをサーチしなくてもよい。
【００４７】
　ＵＴＲＡに対する旧来のホームノードＢ（ＨＮＢ）のサポートに関する研究は、ＵＴＲ
Ａ ＨＮＢの配備に対する、旧来のＵＥモビリティに対する現在利用可能なメカニズムが
、最適ではないようであり、したがって、ＨＮＢまたはフェムトセルの存在下で、セルの
再選択の効率的なサポートに対する修正を必要とするかもしれないと結論を下している。
したがって、ＨＮＢの存在下で、可能性のあるＨＮＢ配備のシナリオ間の相互作用を識別
し、セルの選択／再選択に必要な改良を提供することは有利となるであろう。
【００４８】
　さまざまな配備の実施形態が存在し得る。ＨＮＢの配備の実施形態は、例えば、アソシ
エーションモデル（閉じている／開いている加入者グループ）や、ＨＮＢスペクトルおよ
びマクロネットワークスペクトル間の関係や、ネットワークアーキテクチャなどのような
、多くのカテゴリーにより区別してもよい。ＨＮＢセル再選択の観点から、次の２つのカ
テゴリーを関係付けることができる。アソシエーションモデル：サポートされるアソシエ
ーションモデルは、オープンアソシエーション（例えば、オープンアクセス）と、クロー
ズドサブスクライバグループ（ＣＳＧ例えば、制限されたアソシエーション）とを含む。
オープンアソシエーションは、任意の加入者が任意のＨＮＢにキャンプし、そのＨＮＢに
キャンプしている間、任意のＣＳおよびＰＳサービスにアクセスすることを可能にする。
ＣＳＧは、許可されているＨＮＢだけにキャンプするように加入者を制限する。したがっ



(14) JP 5123426 B2 2013.1.23

10

20

30

40

て、加入者は、許可されていないＨＮＢにキャンプすることができず、何らかの許可され
ていないＨＮＢを使用して、ＣＳおよびＰＳサービスにアクセスできない。ＨＮＢスペク
トルと、マクロネットワークスペクトルとの間の関係：ＨＮＢは、１つ以上の搬送波で展
開されてもよい。さらに、ＨＮＢの配備は、マクロネットワークと１つ以上の搬送波を共
有してもよく、または、マクロネットワークの搬送波とは別の、それ自身の専用の搬送波
を有してもよい。
【００４９】
　そのカテゴリー分類により、ＨＮＢの配備の実施形態は、次のものとすることができる
：１）オープンアソシエーション－マクロセルおよびＨＮＢ間の共有搬送波；２）オープ
ンアソシエーション－ＨＮＢに対する専用の搬送波；３）ＣＳＧ－マクロセルおよびＨＮ
Ｂ間の共有搬送波；４）ＣＳＧ－ＨＮＢに対する専用の搬送波。
【００５０】
　主題のイノベーションは、上述の配備の実施形態に適用可能な、ＨＮＢセル選択／再選
択の解決を開発できる。例えば、ＨＮＢは、オペレータに対して、いくつかのモチベーシ
ョンを提供し、これらのモチベーションは、ＨＮＢセルの選択／再選択に関する必要条件
を規定できる。一例として、オペレータは、ＨＮＢの配備を考慮して、マクロネットワー
クカバレッジを補うことにより、全体のカバレッジを向上させてもよい。そのようなシナ
リオにおいて、加入者は、ＨＮＢまたはマクロネットワークのいずれかにより提供できる
、利用可能な最良のカバレッジを選ぶ。したがって、オペレータは、マクロネットワーク
の選択よりもＨＮＢの選択を優先させる必要条件を認識しなくてもよい。代わりに、オペ
レータは、ＨＮＢにより提供されるサービスを区別することにより、特別の課金プランを
導入してもよい。そのようなシナリオにおいて、加入者は、マクロネットワークの選択よ
りもＨＮＢの選択を優先させるであろう。マクロネットワークからＨＮＢにトラフィック
をオフロードする機会はまた、そのような優先順位付けの動機となり得る。主題のイノベ
ーションは、十分な質のＨＮＢカバレッジが利用可能であるときに、マクロネットワーク
よりもＨＮＢの優先順位付けをさらにサポートできる。
【００５１】
　ＨＮＢサーチの方を向いているさまざまな代替のアプローチが、以下でさらに要約され
る：１）手動のサーチ：加入者は常に、手動のサーチに依拠して、近くのＨＮＢを発見し
てもよい。２）隣接セット構成：マクロＮＢおよびＨＮＢに関するＳＩＢ３およびＳＩＢ
１１の両方が、ＵＥがＨＮＢを発見するのを支援するように設定される。発見すると、Ｕ
Ｅは、マクロセルよりもＨＮＢを優先させてもよい。３）階層型セル：階層型セルは、マ
クロＮＢよりもＨＮＢを優先させる支援をする。モビリティ基準およびペナルティタイマ
ーの両方が、ＨＮＢサーチおよびセルの再選択を制御できる。４）ＰＬＭＮ ＩＤの割振
り：マクロネットワークとＨＮＢネットワークとに対する、別々のＰＬＭＮ ＩＤの割振
りは、マクロネットワークよりもＨＮＢを優先させることを支援できる。さらに、ＨＮＢ
に対するサーチを調整するために、同等のＰＬＭＮをダイナミックに更新できる。５）位
置領域コード（ＬＡＣ）の割振り。ＬＡＣの割当てを使用して、ＵＥが、許可されている
ＨＮＢを近くの許可されていないＨＮＢと区別することを可能にしてもよい。６）ＵＥベ
ースの学習：現在のＵＥは、最近使用されたＰＬＭＮに対するサーチを優先させて、シス
テム選択に対する待ち時間および電流の排流を低減させる。ＨＮＢの導入では、ＵＥが、
それが最近使用した１組のＨＮＢを覚えているように、この手続きを拡張できる。さらに
、最初の発見の後に、ＵＥは、後の効率的なＨＮＢの発見のために、関連情報を覚えてい
ることができる。
【００５２】
　以下の表１において、先に論じた配備の実施形態と優先順位付けの必要条件とに対する
先のアプローチの整合がさらに要約される。
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【表１】

【００５３】
　上記の表中で示したように、隣接セット構成および階層型セルのアプローチは、これら
の特徴をサポートするマクロＮＢのカバレッジ中のすべてのＵＥに影響を及ぼす。マクロ
カバレッジにある間、ＵＥは次に、ＨＮＢをアクティブにサーチする。ＣＳＧの配備に対
して、許可されていないＨＮＢの頻繁な発見は、待機時間において、頻繁な登録の試行と
効率低下とを結果として生じ得る。何らかのＨＮＢに対して許可されていないＵＥに対す
るこの影響を緩和するために、ＨＮＢに割り振られているスクランブリングコードは、隣
接リスト中のマクロＮＢに割り当てられているスクランブリングコードと区別でき、新し
いＳＩＢまたは既存のＳＩＢの拡張としてブロードキャストできる。ＬＡＣの割振りを使
用して、ＵＥが、許可されているＨＮＢを近くの許可されていないＨＮＢと区別すること
を可能にすることができる。同様に、階層型セルのアプローチに対して、ＨＮＢに対する
明確な高い優先順位を確保できる。その区別により、ＨＮＢの発見に関心がないＵＥは、
ＨＮＢをサーチしないであろう。
【００５４】
　ＣＧＳの配備をサポートするために、ＨＮＢのパラメータを、マクロネットワーク中で
ブロードキャストされる、マクロＮＢのパラメータと区別することにより、主題のイノベ
ーションは、ＨＮＢの加入を有さないＵＥ（マクロＵＥ）に対する影響を緩和できる。さ
らに、隣接セット構成と、階層型セルと、ＰＬＭＮ ＩＤの割振りとのアプローチは、オ
ープンアソシエーションの配備に十分適合する。ＣＳＧの配備に対して、これらのアプロ
ーチは、ＵＥベースの学習に依拠することにより、補完され得る。ローカルに記憶されて
いる情報（ローカルデータベース）を活用することにより、ＵＥは、許可されていないＨ
ＮＢに対する実りのない登録試行を回避でき、許可されているＨＮＢを効率的にサーチで
きる。さらに、ＵＥベースの学習を実現することにより、主題のイノベーションは、ＨＮ
Ｂの発見を向上させることができる。
【００５５】
　主題のイノベーションは、上述の配備シナリオに対して、ホームノードＢの選択および
再選択に利用できる。さらに、十分な質のホームノードＢのカバレッジが利用可能である
とき、ホームノードＢは、マクロネットワークまたはノードＢよりもホームノードＢを優
先させることができる。さらに、ＣＳＧの配備をサポートし、ホームノードＢの加入を有
さないＵＥに対する影響を緩和するために、ホームノードＢのパラメータと、マクロノー
ドＢのパラメータとの間の区別を、マクロネットワーク中でブロードキャストできる。
【００５６】
　さらに、示していないが、基地局３０２はメモリを含むことができ、メモリは、階層構
造を利用して、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つのホーム
ノード基地局（ホームノードＢ）とを組織し、階層構造は、ノードＢよりもホームノード
Ｂを優先させることと、ノードＢおよびホームノードＢのうちの少なくとも１つから、シ
ステム情報ブロック（ＳＩＢ）に関連したデータの一部を受信し、ＳＩＢは、ユーザ機器
（ＵＥ）がホームノードＢを発見することを可能にするように構成されていることと、ホ
ームノードＢに関連した検出通知をマクロネットワークに伝達することと、階層構造と、
ＳＩＢに関連したデータの一部とのうちの少なくとも１つを用いて、ＵＥがホームノード
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ＢまたはノードＢから選択することを可能にすることと、これらに類似することとに関す
る命令を保持することを理解すべきである。さらに、メモリは、ＵＥによる手動のサーチ
を利用してホームノードＢを発見することと、モビリティファクターおよびペナルティタ
イマーにより、ホームノードＢに対するサーチおよびホームノードＢの選択を制御するこ
とと、ホームノードＢに対する第１の公衆陸上移動ネットワーク識別（ＰＬＭＮ ＩＤ）
の割振りと、ノードＢを含むマクロネットワークに対する第２の公衆陸上移動ネットワー
ク識別（ＰＬＭＮ ＩＤ）の割振りとを受信し、第１のＰＬＭＮ ＩＤの割振りは、第２の
ＰＬＭＮ ＩＤの割振りよりも優先されることと、第１のＰＬＭＮ ＩＤの割振りと第２の
ＰＬＭＮ ＩＤの割振りとを利用して、ホームノードＢまたはノードＢから選択すること
と、２以上の同等のＰＬＭＮ ＩＤをダイナミックに更新して、ＵＥがホームノードＢを
サーチするのを可能にすることと、位置領域コード（ＬＡＣ）の割当てを受信し、ＬＡＣ
の割当ては、許可されているホームノードＢを許可されていないホームノードＢと区別す
るために用いられることと、選択されたホームノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤを受信し
、ＵＥは、選択されたホームノードＢとの接続を確立していたことと、選択されたホーム
ノードＢに関係するＰＬＭＮ ＩＤを追跡することと、追跡されたＰＬＭＮ ＩＤを利用し
て、第１のホームノードＢおよび第２のホームノードＢから選択することと、追跡された
ＰＬＭＮ ＩＤに基づいて、第１のホームノードＢおよび第２のホームノードＢのうちの
少なくとも１つに接続することと、ホームノードＢに関係するスクランブリングコードを
受信することと、ノードＢに関係するスクランブリングコードを受信することと、受信し
たスクランブリングコードを評価して、新しいＳＩＢまたは既存のＳＩＢを識別すること
と、評価を利用してノードＢをサーチすることと、評価を利用してホームノードＢに対す
るサーチを防ぐことと、これらに類似することとに関する命令を保持できる。
【００５７】
　さらに、基地局３０２は、ユーザ機器（ＵＥ）から、ホームノード基地局（ホームノー
ドＢ）に関係する検出通知を受信し、検出通知は、接続のためのホームノードＢを識別す
ることと、ノードＢよりもホームノードＢに、ＵＥに対する接続を優先させる階層構造内
に、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つのホームノードＢと
を組織することと、階層構造のうちの１つに基づいて、ＵＥと、ホームノードＢおよびノ
ードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立することと、これらに類似することと
に関する命令を保持するメモリを含むことができることを理解すべきである。さらに、メ
モリは、ホームノードＢのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）に関連したデータの一部と、
ノードＢのＳＩＢに関連したデータの一部とを送信することと、データの一部に基づいて
、ＵＥと、ホームノードＢおよびノードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立す
ることと、ホームノードＢに関連した公衆陸上移動ネットワーク識別（ＰＬＭＮ ＩＤ）
と、ノードＢに関連したＰＬＭＮ ＩＤとを伝達することと、ホームノードＢに関連した
ＰＬＭＮ ＩＤと、ノードＢに関連したＰＬＭＮ ＩＤとのうちの１つに基づいて、ＵＥと
、ホームノードＢおよびノードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立することと
、ホームノードＢに対する位置領域コード（ＬＡＣ）の割当てと、ノードＢに対するＬＡ
Ｃの割当てとを伝達することと、ホームノードＢに対するＬＡＣの割当てと、ノードＢに
対するＬＡＣの割当てとのうちの１つに基づいて、ＵＥと、ホームノードＢおよびノード
Ｂのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立することと、これらに類似することとに関
する命令を保持できる。さらに、基地局３０２は、命令（例えば、メモリ内に保持されて
いる命令、異なる情報源から取得される命令、．．．）を実行することに関して利用して
もよいプロセッサを含むことができる。
【００５８】
　図４ないし５を参照すると、フラッシュタイマーを設定することに関する方法が説明さ
れている。説明を簡単にするために、一連の動作として、方法を示し、説明しているが、
１つ以上の実施形態にしたがって、いくつかの動作は、異なる順序で発生してもよく、お
よび／または、ここで示し記述した動作以外の動作と同時に発生してもよいことから、方
法は動作の順序によって限定されないことを理解および認識すべきである。例えば、状態
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図におけるように、一連の相互に関係付けられた状態またはイベントとして、方法を代わ
りに表すことができることを、当業者は理解および認識するだろう。さらに、１つ以上の
実施形態にしたがって方法を実現するために、説明されているすべての動作を要求しなく
てもよい。
【００５９】
　図４に目を向けると、ホームノード基地局がノード基地局よりも優先されるユーザ機器
（ＵＥ）のための効率的な選択を容易にする方法４００が図示されている。参照数字４０
２において、階層構造を利用して、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少な
くとも１つのホームノード基地局（ホームノードＢ）とを組織でき、階層構造は、ノード
ＢよりもホームノードＢを優先させる。参照数字４０４において、システム情報ブロック
（ＳＩＢ）に関連したデータの一部を、ノードＢおよびホームノードＢのうちの少なくと
も１つから受信でき、ＳＩＢは、ユーザ機器（ＵＥ）がホームノードＢを発見するのを可
能にするように構成されている。参照数字４０６において、ホームノードＢに関連した検
出通知をマクロネットワークに伝達できる。参照数字４０８において、階層構造と、ＳＩ
Ｂに関連したデータの一部とのうちの少なくとも１つを用いて、ホームノードＢまたはノ
ードＢからＵＥが選択するのを可能にできる。
【００６０】
　さらに、方法４００は、ＵＥによる手動のサーチを利用して、ホームノードＢを発見す
ることと、モビリティファクターおよびペナルティタイマーにより、ホームノードＢのサ
ーチおよびホームノードＢの選択を制御することと、ホームノードＢに対する第１の公衆
陸上移動ネットワーク識別（ＰＬＭＮ ＩＤ）の割振りと、ノードＢを含むマクロネット
ワークに対する第２の公衆陸上移動ネットワーク識別（ＰＬＭＮ ＩＤ）の割振りとを受
信し、第１のＰＬＭＮ ＩＤの割振りは、第２のＰＬＭＮ ＩＤの割振りに対して優先され
ることと、第１のＰＬＭＮ ＩＤの割振りと、第２のＰＬＭＮ ＩＤの割振りとを利用して
、ホームノードＢまたはノードＢから選択することと、２以上の同等のＰＬＭＮ ＩＤを
ダイナミックに更新して、ＵＥがホームノードＢをサーチするのを可能にすることと、位
置領域コード（ＬＡＣ）の割当てを受信し、ＬＡＣの割当ては、許可されているホームノ
ードＢを、許可されていないホームノードＢと区別するために用いられることと、選択さ
れたホームノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤを受信し、ＵＥが、選択されたホームノード
Ｂとの接続を確立していたことと、選択されたホームノードＢに関係するＰＬＭＮ ＩＤ
を追跡することと、追跡されたＰＬＭＮ ＩＤを利用して、第１のホームノードＢおよび
第２のホームノードＢから選択することと、追跡されたＰＬＭＮ ＩＤに基づいて、第１
のホームノードＢおよび第２のホームノードＢのうちの少なくとも１つに接続することと
、ホームノードＢに関係するスクランブリングコードを受信することと、ノードＢに関係
するスクランブリングコードを受信することと、受信したスクランブリングコードを評価
して、新しいＳＩＢまたは既存のＳＩＢを識別することと、評価を利用してノードＢをサ
ーチすることと、評価を利用してホームノードＢに対するサーチを防ぐことと、これらに
類似することとを含むことができる。
【００６１】
　これから図５を参照すると、方法５００は、接続のためのホームノード基地局の検出を
伝達することを容易にする。参照数字５０２において、ホームノード基地局（ホームノー
ドＢ）に関係する検出通知を、ユーザ機器（ＵＥ）から受信でき、検出通知は、接続のた
めのホームノードＢを識別する。参照数字５０４において、ノード基地局（ノードＢ）よ
りもホームノードＢに、ＵＥに対する接続を優先させる階層構造内に、少なくとも１つの
ノードＢと、少なくとも１つのホームノードＢとを組織できる。参照数字５０６において
、階層構造のうちの１つに基づいて、ＵＥと、ホームノードＢおよびノードＢのうちの少
なくとも１つとの間に接続を確立できる。
【００６２】
　さらに、方法５００は、ホームノードＢのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）に関連した
データの一部と、ノードＢのＳＩＢに関連したデータの一部とを送信することと、データ
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の一部に基づいて、ＵＥと、ホームノードＢおよびノードＢのうちの少なくとも１つとの
間に接続を確立することと、ホームノードＢに関連した公衆陸上移動ネットワーク識別（
ＰＬＭＮ ＩＤ）と、ノードＢに関連したＰＬＭＮ ＩＤとを伝達することと、ホームノー
ドＢに関連したＰＬＭＮ ＩＤと、ノードＢに関連したＰＬＭＮ ＩＤとのうちの１つに基
づいて、ＵＥと、ホームノードＢおよびノードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を
確立することと、ホームノードＢに対する位置領域コード（ＬＡＣ）の割当てと、ノード
Ｂに対するＬＡＣの割当てとを伝達することと、ホームノードＢに対するＬＡＣの割当て
と、ノードＢに対するＬＡＣの割当てとのうちの１つに基づいて、ＵＥと、ホームノード
ＢおよびノードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立することと、これらに類似
することとを含むことができる。
【００６３】
　図６は、ワイヤレス通信システムにおいて、ホームノード基地局の検出に関連した情報
の伝達を容易にする移動デバイス６００の説明図である。移動デバイス６００は、受信機
６０２を備え、受信機６０２は、例えば、（示していない）受信アンテナから信号を受信
し、受信した信号に典型的な動作を実行し（例えば、フィルタリングし、増幅し、ダウン
コンバートする、など）、調整された信号をデジタル化して、サンプルを取得する。受信
機６０２は、復調器６０４を含むことができ、復調器６０４は、受信したシンボルを復調
して、それらを、チャネル推定のためにプロセッサ６０６に提供できる。プロセッサ６０
６は、受信機６０２により受信した情報を分析すること、および／または、送信機６１６
による送信のための情報を発生させることを専用とするプロセッサ、移動デバイス６００
の１つ以上のコンポーネントを制御するプロセッサ、ならびに／あるいは、受信機６０２
より受信した情報を分析し、送信機６１６による送信のための情報を発生させ、移動デバ
イス６００の1つ以上のコンポーネントを制御するプロセッサとすることができる。
【００６４】
　移動デバイス６００は付加的に、メモリ６０８を備えることができ、メモリ６０８は、
プロセッサ６０６に動作可能に結合され、送信すべきデータ、受信したデータ、利用可能
なチャネルに関する情報、分析した信号および／または干渉強度に関係付けられたデータ
、割り当てられたチャネルに関連した情報、電力、レート、あるいはこれらに類似するも
の、チャネルを推定し、およびチャネルを通して伝達するための他の任意の適切な情報を
記憶できる。（例えば、性能ベースで、容量ベースで、など）チャネルを推定すること、
および／または利用することに関係付けられたプロトコルおよび／またはアルゴリズムを
メモリ６０８は付加的に記憶できる。
【００６５】
　ここで記述したデータ記憶装置（例えば、メモリ６０８）は、揮発性メモリまたは不揮
発性メモリのいずれかとすることができ、あるいは、揮発性メモリおよび不揮発性メモリ
の両方を含むことができることが理解される。実例として、これに限定されないが、不揮
発性メモリは、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラム可能ＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電
気的にプログラム可能ＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的に消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ
）、またはフラッシュメモリを含むことができる。揮発性メモリは、外部キャッシュメモ
リとして動作するランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）を含むことができる。実例として、
これに限定されないが、ＲＡＭは多くの形態で利用可能であり、例えば同期ＲＡＭ（ＳＲ
ＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、倍速データレ
ートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ ＳＤＲＡＭ）、エンハンストＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、シ
ンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）、およびダイレクトラムバスＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ）
がある。本主題のシステムおよび方法に関するメモリ６０８は、これらに限定されず、こ
れらおよび他の任意の適当なタイプのメモリを備えるように意図されている。
【００６６】
　プロセッサ６０６はさらに、受信機モジュール６１０と、選択モジュール６１２とのう
ちの少なくとも１つに動作可能に結合できる。受信機モジュール６１０は、データの一部
を受け取ることができる（例えば、データの一部は、ホームノードＢに対するＳＩＢと、
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ノードＢに対するＳＩＢと、ホームノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤと、ノードＢに対す
るＰＬＭＮ ＩＤと、ホームノードＢに対するＬＡＣと、ノードＢに対するＬＡＣとのう
ちの少なくとも１つである）。選択モジュール６１２は、受け取ったデータの一部に基づ
いて、接続のためのホームノードＢと、接続のためのノードＢとのうちの少なくとも１つ
を識別できる。さらに、選択モジュール６１２は、識別されたホームノードＢを、マクロ
ネットワークに伝達できる。
【００６７】
　移動デバイス６００はさらに、変調器６１４および送信機６１６を備え、変調器６１４
および送信機６１６は、それぞれ、信号を変調し、例えば、基地局、別の移動デバイスな
どに信号を送信する。プロセッサ６０６から分離しているように描写しているが、受信機
モジュール６１０、選択モジュール６１２、復調器６０４、および／または、変調器６１
４は、プロセッサ６０６、または（示していない）多数のプロセッサの一部とすることが
できることを理解すべきである。
【００６８】
　図７は、上述したワイヤレス通信環境において、ノード基地局よりもホームノード基地
局の選択を容易にするシステム７００の説明図である。システム７００は、複数の受信ア
ンテナ７０６を通して１つ以上の移動デバイス７０４から信号を受信する受信機７１０と
、送信アンテナ７０８を通して１つ以上の移動デバイス７０４に送信する送信機７２４と
を有する基地局７０２（例えば、アクセスポイント、．．．）を備えている。受信機７１
０は、受信アンテナ７０６から情報を受信でき、受信した情報を復調する復調器７１２に
動作可能に関係付けられている。復調したシンボルは、図６に関して上述したプロセッサ
と同様なものとすることができるプロセッサ７１４によって解析され、プロセッサ７１４
は、メモリ７１６に結合されており、メモリ７１６は、信号（例えば、パイロット）強度
および／または干渉強度を推定することに関連した情報、移動デバイス７０４（または（
示していない）異なる基地局）に送信すべき、またはそこから受信すべきデータ、および
／またはここで示したさまざまな動作および機能を実行することに関連した他の任意の適
切な情報を記憶する。
【００６９】
　さらに、プロセッサ７１４は、受信機モジュール７１８と、選択モジュール７２０との
うちの少なくとも１つに結合できる。受信機モジュール７１８は、データの一部を受信で
きる（例えば、データの一部は、ホームノードＢに対するＳＩＢと、ノードＢに対するＳ
ＩＢと、ホームノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤと、ノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤと、
ホームノードＢに対するＬＡＣと、検出されたホームノードＢと、ノードＢに対するＬＡ
Ｃとのうちの少なくとも１つである）。選択モジュール７２０は、受け取ったデータの一
部に基づいて、接続のためのホームノードＢと、接続のためのノードＢとのうちの少なく
とも１つを識別できる。さらに、選択モジュール７２０は、識別されたホームノードＢを
ＵＥに伝達できる。
【００７０】
　さらに、プロセッサ７１４から分離しているように描写しているが、受信機モジュール
７１８、選択モジュール７２０、復調器７１２、および／または、変調器７２２は、プロ
セッサ７１４、または（示していない）多数のプロセッサの一部とすることができること
を理解すべきである。
【００７１】
　図８は、例示的なワイヤレス通信システム８００を示す。簡潔にするために、ワイヤレ
ス通信システム８００は、１つの基地局８１０および１つの移動デバイス８５０を描写す
る。しかしながら、システム８００は１つより多い基地局および／または１つより多い移
動デバイスを含むことができ、追加の基地局および／または移動デバイスは、以下で記述
する例示的な基地局８１０および移動デバイス８５０と実質的に類似または相違したもの
とすることができることを理解すべきである。さらに、基地局８１０および／または移動
デバイス８５０は、ここで記述した、システム（図１ないし図３、および図６ないし図７
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）、および／または方法（図４ないし図５）を用いて、それらの間でワイヤレス通信を容
易にすることができることを理解すべきである。
【００７２】
　基地局８１０において、多数のデータストリームに対するトラフィックデータが、デー
タ源８１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ８１４に提供される。１つの例にしたがう
と、各データストリームは、それぞれのアンテナに対して送信できる。ＴＸデータプロセ
ッサ８１４は、トラフィックデータストリームに対して選択された特定のコーディングス
キームに基づいて、そのデータストリームをフォーマットし、コード化し、インターリー
ブして、コード化されたデータを提供する。
【００７３】
　各データストリームに対してコード化されたデータは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤ
Ｍ）技術を使用して、パイロットデータと多重化できる。付加的にまたは代わりに、パイ
ロットシンボルは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）、またはコー
ド分割多重化（ＣＤＭ）とすることができる。パイロットデータは一般に、既知の方法で
処理される既知のデータパターンであり、チャネル応答を推定するために移動デバイス８
５０において使用できる。各データストリームに対して多重化されたパイロットおよびコ
ード化されたデータは、そのデータストリームに対して選択される特定の変調スキーム（
例えば、バイナリ位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）、直角位相シフトキーイング（ＱＰ
ＳＫ）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ直角位相振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ）な
ど）に基づいて変調（例えば、シンボルマッピング）して、変調シンボルを提供できる。
各データストリームに対するデータレート、コーディング、および変調は、プロセッサ８
３０により実行されるまたは提供される命令によって決定できる。
【００７４】
　データストリームに対する変調シンボルは、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ８２０に提供で
き、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ８２０は、（例えば、ＯＦＤＭに対する）変調シンボルを
さらに処理できる。ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ８２０は、次に、ＮT個の変調シンボルスト
リームをＮT個の送信機（ＴＭＴＲ）８２２ａないし８２２ｔに提供する。さまざまな実
施形態において、ＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ８２０は、データストリームのシンボルと、
シンボルが送信されているアンテナとに対してビームフォーミングの重みを適用する。
【００７５】
　各送信機８２２は、それぞれのシンボルストリームを受け取って、処理して、１つ以上
のアナログ信号を提供し、さらにアナログ信号を調整して（例えば、増幅し、フィルタリ
ングし、アップコンバートする）、ＭＩＭＯチャネルに対して送信に適切な変調信号を提
供する。さらに、送信機８２２ａないし８２２ｔからのＮT個の変調信号は、それぞれＮT

本のアンテナ８２４ａないし８２４ｔから送信される。
【００７６】
　移動デバイス８５０において、送信された変調信号が、ＮR本のアンテナ８５２ａない
し８５２ｒによって受信され、各アンテナ８５２からの受信信号は、それぞれの受信機（
ＲＣＶＲ）８５４ａないし８５４ｒに提供される。各受信機８５４は、それぞれの信号を
調整し（例えば、フィルタリングし、増幅し、ダウンコンバートする）、調整された信号
をデジタル化してサンプルを提供し、さらにサンプルを処理して、対応する“受信”シン
ボルストリームを提供する。
【００７７】
　ＲＸデータプロセッサ８６０は、ＮR個の受信機８５４からＮR個の受信シンボルストリ
ームを受け取り、特定の受信機処理技術に基づいて処理して、ＮT個の“検出された”シ
ンボルストリームを提供する。ＲＸデータプロセッサ８６０は、各検出されたシンボルス
トリームを復調し、デインターリーブし、デコードして、データストリームに対するトラ
ヒックデータを回復できる。ＲＸデータプロセッサ８６０による処理は、基地局８１０に
おけるＴＸ ＭＩＭＯプロセッサ８２０およびＴＸデータプロセッサ８１４により実行さ
れる処理と相補関係にある。
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【００７８】
　プロセッサ８７０は、上述したようにどのプリコーディング行列を利用するかを定期的
に決定できる。さらに、プロセッサ８７０は、行列インデックス部分とランク値部分とを
備えるリバースリンクメッセージを構築できる。
【００７９】
　リバースリンクメッセージは、通信リンクおよび／または受信データストリームに関す
るさまざまなタイプの情報を含むことができる。リバースリンクメッセージは、データ源
８３６から多数のデータストリームに対するトラフィックデータも受信するＴＸデータプ
ロセッサ８３８によって処理し、変調器８８０によって変調し、送信機８５４ａないし８
５４ｒによって調整し、基地局８１０対して再度送信することができる。
【００８０】
　基地局８１０において、移動デバイス８５０からの変調信号は、アンテナ８２４によっ
て受信され、受信機８２２によって調整され、復調器８４０によって復調され、ＲＸデー
タプロセッサ８４２によって処理されて、移動デバイス８５０により送信されたリバース
リンクメッセージが抽出される。さらに、プロセッサ８３０は、抽出されたメッセージを
処理して、ビームフォーミングの重みを決定するためにどのプリコーディング行列を使用
するかを決定できる。
【００８１】
　プロセッサ８３０および８７０は、それぞれ、基地局８１０および移動デバイス８５０
における動作を指示（例えば、制御する、調整する、管理するなど）できる。それぞれの
プロセッサ８３０および８７０は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ８３
３２および８７２に関係付けることができる。プロセッサ８３０および８７０はまた、計
算を実行して、それぞれアップリンクおよびダウンリンクに対する周波数およびインパル
ス応答推定を導出できる。
【００８２】
　ここで記述した実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウ
ェア、マイクロコード、またはこれらの任意の組み合わせにおいて実現できることを理解
すべきである。ハードウェア実施のために、１つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プロ
グラム可能論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラム可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ
）、プロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置、マイクロプロセッサ、ここで記述した機
能を実行するように設計された他の電子ユニット、またはこれらの組み合わせ内で、処理
ユニットを実現できる。
【００８３】
　実施形態が、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアまたはマイクロコード、プ
ログラムコードまたはコードセグメントにおいて実現されるとき、それらは、記憶装置コ
ンポーネントのような機械読み取り可能媒体中に記憶できる。コードセグメントは、手続
き、関数、サブプログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフト
ウェアパッケージ、クラス、または命令の任意の組み合わせ、データ構造、またはプログ
ラムのステートメントを表すことができる。情報、データ、引き数、パラメータ、または
メモリのコンテンツをパスし、および／または受け取ることにより、コードセグメントは
、別のコードセグメントまたはハードウェア回路に結合できる。メモリの共有を含む任意
の適切な手段、メッセージ受渡し、トークンパッシング方式、ネットワーク送信などを使
用して、情報、引き数、パラメータ、データなどをパスし、転送し、または送信すること
ができる。
【００８４】
　ソフトウェア実現のために、ここで記述した技術は、ここで記述した機能を実行するモ
ジュール（例えば、手続き、関数など）により実現できる。ソフトウェアコードは、メモ
リユニット中に記憶し、プロセッサによって実行できる。メモリユニットは、プロセッサ
の内部またはプロセッサの外部で実現でき、いずれのケースにおいても、メモリユニット
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は、技術的に知られているさまざまな手段によりプロセッサに通信可能に結合できる。
【００８５】
　図９を参照すると、ホームノード基地局がノード基地局よりも優先されるユーザ機器（
ＵＥ）のための効率的な選択を容易にするシステム９００が説明されている。例えば、シ
ステム９００は、基地局、ユーザ機器（ＵＥ）、移動デバイスなどの内部に少なくとも部
分的に存在できる。システム９００は、機能ブロックを含むように表されており、機能ブ
ロックは、プロセッサ、ソフトウェア、または、これらの組み合わせ（例えば、ファーム
ウェア）により実現される機能を表す機能ブロックとすることができる。システム９００
は、一緒に動作できる電気コンポーネントの論理グループ９０２を含む。論理グループ９
０２は、ホームノード基地局（ホームノードＢ）と、マクロネットワークに関係付けられ
ているノード基地局（ノードＢ）とのうちの少なくとも１つに関連したデータの一部を受
信する電気コンポーネント９０４を含むことができる。さらに、論理グループ９０２は、
データの一部を評価して、ホームノードＢおよびノードＢ間の優先順位を識別する電気コ
ンポーネント９０６を含むことができる。さらに、論理グループ９０２は、評価に基づい
て、ノードＢよりも、ＵＥの接続のためにホームノードＢを選択する電気コンポーネント
９０８を含むことができる。論理グループ９０２は、選択に基づいて、ホームノードＢと
、ノードＢとのうちの少なくとも１つに対して、ＵＥを接続する電気コンポーネント９１
０を含むことができる。さらに、システム９００は、メモリ９１２を含むことができ、メ
モリ９１２は、電気コンポーネント９０４、９０６、９０８および９１０に関係付けられ
ている機能を実行するための命令を保持する。メモリ９１２に対して外部にあるように示
しているが、電気コンポーネント９０４、９０６、９０８および９１０のうちの１つ以上
は、メモリ９１２の内部に存在できることを理解すべきである。
【００８６】
　図１０に目を向けると、Ｅ－ＤＣＨ送信のための、低減された測定期間において、ＵＥ
からＵＰＨ測定値をリクエストできるシステム１０００が説明されている。システム１０
００は、例えば、基地局、ユーザ機器（ＵＥ）、移動デバイスなどの内部に存在できる。
描写するように、システム１０００は、プロセッサ、ソフトウェア、または、これらの組
み合わせ（例えば、ファームウェア）により実現される機能を表すことができる機能ブロ
ックを含む。システム１０００は、ホームノードＢに関連した、セルのサーチおよび選択
を容易にする、電気コンポーネントの論理グループ１００２を含む。論理グループ１００
２は、第１のＵＥから、検出されたホームノード基地局（ホームノードＢ）に関連した通
知を受信する電気コンポーネント１００４を含むことができる。さらに、論理グループ１
００２は、検出されたホームノードＢに関連した情報を、第２のＵＥに伝達する電気コン
ポーネント１００６を含むことができる。さらに、論理グループ１００２は、検出された
ホームノードＢに関連したデータの一部を活用して、ホームノードＢをノードＢと区別す
る電気コンポーネント１００８を含むことができる。論理グループ１００２は、データの
一部に基づいて、ＵＥが、ホームノードＢと、ノードＢとのうちの少なくとも１つに接続
することを可能にする電気コンポーネント１０１０を含むことができる。さらに、システ
ム１０００は、メモリ１０１２を含むことができ、メモリ１０１２は、電気コンポーネン
ト１００４、１００６、１００８および１０１０に関係する機能を実行する命令を保持す
る。メモリ１０１２に対して外部にあるように示しているが、電気コンポーネント１００
４、１００６、１００８および１０１０は、メモリ１０１２の内部に存在できることを理
解すべきである。
【００８７】
　汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ），特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ），フィールドプログラム可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラム可能論
理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェ
アコンポーネント、あるいはここで記述した機能を実行するために設計された、これらの
任意の組み合わせにより、ここで開示した実施形態に関して記述した、さまざまな実例と
なる、論理、論理ブロック、モジュールおよび回路を実現または実行してもよい。汎用プ
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ロセッサはマイクロプロセッサでもよいが、代わりに、プロセッサは任意の従来のプロセ
ッサ、制御装置、マイクロ制御装置、または状態遷移機械であってもよい。計算デバイス
の組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複数のマイクロプ
ロセッサ、ＤＳＰコアに関連した１つ以上のマイクロプロセッサ、または他の任意のこの
ような構成として、プロセッサを実現してもよい。さらに、少なくとも１つのプロセッサ
は、上述したステップおよび／または動作のうちの１つ以上を実行するように動作可能な
１つ以上のモジュールを備えていてもよい。
【００８８】
　さらに、ここで開示した観点に関して記述した方法またはアルゴリズムの、ステップお
よび／または動作を、ハードウェア中で直接、プロセッサにより実行されるソフトウェア
モジュール中で、またはその２つの組み合わせ中で具体化してもよい。ソフトウェアモジ
ュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰ
ＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ，または
技術的に知られている他の任意の形態の記憶媒体中に存在してもよい。プロセッサが記憶
媒体から情報を読み取ることができ、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、例
示的な記憶媒体はプロセッサに結合されていてもよい。代わりに、記憶媒体はプロセッサ
と一体化されていてもよい。さらに、いくつかの観点において、プロセッサおよび記憶媒
体は、ＡＳＩＣ中に存在してもよい。さらに、ＡＳＩＣはユーザ端末中に存在してもよい
。代わりに、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中にディスクリートコンポーネン
トとして存在してもよい。さらに、いくつかの観点において、方法またはアルゴリズムの
ステップおよび／または動作は、コンピュータプログラムプロダクトに組み込まれていて
もよい、機械読取り可能媒体および／またはコンピュータ読取り可能媒体上に、コードお
よび／または命令の、１つまたはいくつかの組み合わせ、あるいは組として存在してもよ
い。
【００８９】
　１つ以上の観点において、記述した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウ
ェア、またはこれらの任意の組み合わせ中で実現してもよい。ソフトウェアにおいて実現
する場合、コンピュータ読み取り可能媒体上に、１つ以上の命令またはコードとして、機
能を記憶させてもよく、または機能を送信してもよい。コンピュータ読み取り可能媒体は
、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を
容易にする何らかの媒体を含む通信媒体との両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
りアクセスできる任意の利用可能な媒体であってもよい。一例として、限定ではないが、
そのようなコンピュータ読み取り可能媒体は，ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ
ＯＭまたは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイ
ス、あるいは、命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを搬送または記憶
するために使用でき、そして、コンピュータによりアクセスできる他の任意の媒体を備え
ることができる。さらに、いくつかの接続は、コンピュータ読み取り可能媒体と呼ばれて
もよい。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア線
、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または、赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイ
ヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバまたは他のリモート情報源から送信される
場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア線、ＤＳＬ、または、赤外線、
無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。ここで使用
されるディスク（Ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザー
ディスク（登録商標）、光ディスク、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）、フロッ
ピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイディスクを含み、ディスク（ｄｉｓｋ）は
通常、磁気的にデータを再生し、一方、ディスク（ｄｉｓｃ）は、レーザにより光学的に
データを再生する。上述の組み合わせもまた、コンピュータ読み取り可能媒体の範囲内に
含まれるべきである。
【００９０】
　先の開示は、実例となる観点および／または実施形態を論じているが、特許請求の範囲
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により規定される、記述した観点および／または実施形態の範囲から逸脱することなく、
さまざまな変更および修正を実施できることに注目すべきである。さらに、記述した観点
および／または実施形態の要素は、単数で記述または請求されているかもしれないが、単
数への制限が明示的に述べられていない限り、複数が考えられる。さらに、特に述べてい
ない限り、何らかの観点および／または実施形態のすべてまたは一部を、他の何らかの観
点および／または実施形態のすべてまたは一部とともに利用してもよい。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］方法において、
　階層構造を利用して、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つ
のホームノード基地局（ホームノードＢ）とを組織し、前記階層構造は、ノードＢよりも
ホームノードＢを優先させることと、
　ノードＢと、ホームノードＢとのうちの少なくとも１つから、システム情報ブロック（
ＳＩＢ）に関連したデータの一部を受信し、前記ＳＩＢは、ユーザ機器（ＵＥ）が前記ホ
ームノードＢを発見することを可能にするように構成されていることと、
　ホームノードＢに関連した検出通知をマクロネットワークに伝達することと、
　前記階層構造と、前記ＳＩＢに関連したデータの一部とのうちの少なくとも１つを用い
て、前記ホームノードＢまたは前記ノードＢから前記ＵＥが選択することを可能にするこ
ととを含む方法。
　［２］前記ＵＥにより手動のサーチを利用して、前記ホームノードＢを発見することを
さらに含む上記［１］記載の方法。
　［３］モビリティファクターと、ペナルティタイマーとにより、前記ホームノードＢに
対するサーチと、前記ホームノードＢの選択とを制御することをさらに含む上記［１］記
載の方法。
　［４］前記ホームノードＢに対する第１の公衆陸上移動ネットワーク識別（ＰＬＭＮＩ
Ｄ）の割振りと、前記ノードＢを含むマクロネットワークに対する、第２の公衆陸上移動
ネットワーク識別（ＰＬＭＮＩＤ）の割振りとを受信し、前記第１のＰＬＭＮＩＤの割振
りは、前記第２のＰＬＭＮＩＤの割振りよりも優先されることと、
　前記第１のＰＬＭＮＩＤの割振りと、前記第２のＰＬＭＮＩＤの割振りとを利用して、
前記ホームノードＢまたは前記ノードＢから選択することとをさらに含む上記［１］記載
の方法。
　［５］２以上の同等のＰＬＭＮＩＤをダイナミックに更新して、前記ＵＥがホームノー
ドＢをサーチすることを可能にすることをさらに含む上記［４］記載の方法。
　［６］位置領域コード（ＬＡＣ）の割当てを受信することをさらに含み、前記ＬＡＣの
割当ては、許可されているホームノードＢを許可されていないホームノードＢと区別する
ために用いられる上記［１］記載の方法。
　［７］選択されたホームノードＢに対するＰＬＭＮＩＤを受信し、前記ＵＥは、前記選
択されたホームノードＢとの接続を確立していたことと、
　前記選択されたホームノードＢに関係するＰＬＭＮＩＤを追跡することと、
　前記追跡されたＰＬＭＮＩＤを利用して、第１のホームノードＢおよび第２のホームノ
ードＢから選択することと、
　前記追跡されたＰＬＭＮＩＤに基づいて、前記第１のホームノードＢと、前記第２のホ
ームノードＢとのうちの少なくとも１つに接続することとをさらに含む上記［１］記載の
方法。
　［８］ホームノードＢに関係するスクランブリングコードを受信することと、
　ノードＢに関係するスクランブリングコードを受信することと、
　受信したスクランブリングコードを評価して、新しいＳＩＢまたは既存のＳＩＢを識別
することと、
　前記評価を利用して、ノードＢをサーチすることと、
　前記評価を利用して、ホームノードＢに対するサーチを防ぐこととをさらに含む上記［
１］記載の方法。
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　［９］ワイヤレス通信装置において、
　少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つのホームノード基地局
（ホームノードＢ）とを、ノードＢよりもホームノードＢを優先させる階層構造に組織し
、
　ノードＢと、ホームノードＢとのうちの少なくとも１つから、システム情報ブロック（
ＳＩＢ）を含む通信を受信し、
　前記ホームノードＢを識別するためにＳＩＢを活用し、
　ＵＥによる手動のサーチを利用して、前記ホームノードＢを発見し、
　ＰＬＭＮＩＤを評価して、前記ホームノードＢと、前記ノードＢとのうちの少なくとも
１つを識別し、
　ＬＡＣの割当てを受信して、許可されているホームノードＢを許可されていないホーム
ノードＢと区別し、
　ホームノードＢに関連した検出通知をマクロネットワークに伝達し、
　前記階層構造と、前記ＳＩＢに関連したデータの一部と、前記ＰＬＭＮＩＤと、前記手
動のサーチと、前記ＬＡＣの割当てとのうちの少なくとも１つを用いて、前記ホームノー
ドＢまたは前記ノードＢから前記ＵＥが選択することを可能にするように構成されている
、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備するワイヤレス通信
装置。
　［１０］選択されたホームノードＢに対するＰＬＭＮＩＤを受信し、前記ＵＥは、前記
選択されたホームノードＢとの接続が確立されていたものであり、
　前記選択されたホームノードＢに関係するＰＬＭＮＩＤを追跡し、
　前記追跡されたＰＬＭＮＩＤを利用して、第１のホームノードＢおよび第２のホームノ
ードＢから選択し、
　前記追跡されたＰＬＭＮＩＤに基づいて、前記第１のホームノードＢと、前記第２のホ
ームノードＢとのうちの少なくとも１つに接続するように構成されている少なくとも１つ
のプロセッサをさらに具備する上記［９］記載のワイヤレス通信装置。
　［１１］ホームノードＢに関係するスクランブリングコードを受信し、
　ノードＢに関係するスクランブリングコードを受信し、
　受信したスクランブリングコードを評価して、新しいＳＩＢまたは既存のＳＩＢを識別
し、
　前記評価を利用して、ノードＢをサーチし、または、
　前記評価を利用して、ホームノードＢに対するサーチを防ぐように構成されている少な
くとも１つのプロセッサをさらに具備する上記［９］記載のワイヤレス通信装置。
　［１２］装置において、
　ホームノード基地局（ホームノードＢ）と、マクロ基地局に関係するノード基地局（ノ
ードＢ）とのうちの少なくとも１つに関連したデータの一部を受信する手段と、
　前記データの一部を評価してホームノードＢおよびノードＢ間の優先順位を識別する手
段と、
　前記評価に基づいて、ノードＢよりも、ＵＥの接続に対してホームノードＢを選択する
手段と、
　前記選択に基づいて、前記ホームノードBと、前記ノードＢとのうちの少なくとも１つ
にＵＥを接続する手段とを具備する装置。
　［１３］前記データの一部は、ホームノードＢに対するＳＩＢと、ノードＢに対するＳ
ＩＢとのうちの少なくとも１つである上記［１２］記載の装置。
　［１４］前記ホームノードＢに対するＳＩＢは、前記ノードＢに対するＳＩＢよりも接
続に対して優先される上記［１２］記載の装置。
　［１５］前記データの一部は、前記マクロネットワークに対するＰＬＭＮＩＤと、ホー
ムノードＢに対するＰＬＭＮＩＤとのうちの少なくとも１つである上記［１２］記載の装
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置。
　［１６］前記ホームノードＢに対するＰＬＭＮＩＤは、前記マクロネットワークに対す
るＰＬＭＮＩＤよりも接続に対して優先される上記［１２］記載の装置。
　［１７］前記データの一部は、ホームノードＢに対するＬＡＣと、ノードＢに対するＬ
ＡＣとのうちの少なくとも１つである上記［１２］記載の装置。
　［１８］前記ホームノードＢに対するＬＡＣは、前記ノードＢに対するＬＡＣよりも接
続に対して優先される上記［１２］記載の装置。
　［１９］コンピュータプログラムプロダクトにおいて、
　少なくとも１つのコンピュータに、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少
なくとも１つのホームノード基地局（ホームノードＢ）とを、ノードＢよりもホームノー
ドＢを優先させる階層構造に組織させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、ノードＢと、ホームノードＢとのうちの少なくとも
１つから、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を含む通信を受信させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、前記ホームノードＢを識別するためにＳＩＢを活用
させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、ＵＥによる手動のサーチを利用して前記ホームノー
ドＢを発見させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、ＰＬＭＮＩＤを評価して前記ホームノードＢと前記
ノードＢとのうちの少なくとも１つを識別させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、ＬＡＣの割当てを受信して、許可されているホーム
ノードＢを許可されていないホームノードＢと区別させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、ホームノードＢに関連した検出通知をマクロネット
ワークに伝達させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、前記階層構造と、前記ＳＩＢに関連したデータの一
部と、前記ＰＬＭＮＩＤと、前記手動のサーチと、前記ＬＡＣの割当てとのうちの少なく
とも１つを用いて前記ホームノードＢまたは前記ノードＢから前記UEが選択することを可
能にさせるためのコードと、
　を備えるコンピュータ読取り可能媒体を具備するコンピュータプログラムプロダクト。
　［２０］少なくとも１つのコンピュータに、選択されたホームノードＢに対するＰＬＭ
ＮＩＤを受信させるためのコードであって、前記ＵＥは、前記選択されたホームノードＢ
との接続を確立していたコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、前記選択されたホームノードＢに関係するＰＬＭＮ
ＩＤを記録させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、前記記録されたＰＬＭＮＩＤを利用して、第１のホ
ームノードＢおよび第２のホームノードＢから選択させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、前記記録されたＰＬＭＮＩＤに基づいて、前記第１
のホームノードＢと、前記第２のホームノードＢとのうちの少なくとも１つに接続させる
ためのコードと、
　を備えるコンピュータ読取り可能媒体をさらに具備する上記［１９］記載のコンピュー
タプログラムプロダクト。
　［２１］少なくとも１つのコンピュータに、新しいＳＩＢまたは既存のＳＩＢのうちの
少なくとも１つにより、ホームノードＢを割り当てさせるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、ホームノードＢまたはノードＢのうちの少なくとも
１つに関係するスクランブリングコードを受信させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、前記受信したスクランブリングコードに基づいて、
ノードＢをサーチさせるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、前記受信したスクランブリングコードに基づいて、
ホームノードＢに対するサーチを防がせるためのコードと、
　を備えるコンピュータ読取り可能媒体をさらに具備する上記［１９］記載のコンピュー
タプログラムプロダクト。
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　［２２］装置において、
　データの一部を受信するモジュールであって、前記データの一部は、ホームノードＢに
対するＳＩＢと、ノードＢに対するＳＩＢと、ホームノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤと
、ノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤと、ホームノードＢに対するＬＡＣと、ノードＢに対
するＬＡＣとのうちの少なくとも１つである受信機モジュールと、
　前記受信したデータの一部に基づいて、接続のためのホームノードＢと、接続のための
ノードＢとのうちの少なくとも１つを識別するモジュールであって、前記識別されたホー
ムノードＢを、マクロネットワークに伝達する選択モジュールと、
　ユーザにより開始される手動のリクエストに基づいて、少なくとも１つのホームノード
Ｂを発見するジュールであって、前記発見は、前記データの一部を活用するサーチモジュ
ールとを具備する装置。
　［２３］前記ノードＢよりも、接続に対して前記ホームノードＢを優先させるオーガナ
イザーモジュールをさらに具備する上記［２２］記載の装置。
　［２４］方法において、
　ユーザ機器（ＵＥ）から、ホームノード基地局（ホームノードＢ）に関係する検出通知
を受信し、前記検出通知は、接続のためのホームノードＢを識別することと、
　少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、前記少なくとも１つのホームノードＢ
とを、前記ノードＢよりも前記ホームノードＢに、前記ＵＥに対する接続を優先させる階
層構造内に組織することと、
　前記階層構造のうちの１つに基づいて、前記ＵＥと、前記ホームノードＢおよび前記ノ
ードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立することとを含む方法。
　［２５］ホームノードＢのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）に関連したデータの一部と
、ノードＢのＳＩＢに関連したデータの一部とを送信することと、
　前記データの一部に基づいて、前記ＵＥと、前記ホームノードＢおよび前記ノードＢと
のうちの少なくとも１つとの間に接続を確立することとをさらに含む上記［２４］記載の
方法。
　［２６］ホームノードＢに関連した公衆陸上移動ネットワーク識別（ＰＬＭＮＩＤ）と
、ノードＢに関連したＰＬＭＮ ＩＤとを伝達することと、
　前記ホームノードＢに関連したＰＬＭＮＩＤと、前記ノードＢに関連したＰＬＭＮ Ｉ
Ｄとのうちの１つに基づいて、前記ＵＥと、前記ホームノードＢおよび前記ノードＢのう
ちの少なくとも１つとの間に接続を確立することとをさらに含む上記［２４］記載の方法
。
　［２７］ホームノードＢに対する位置領域コード（ＬＡＣ）の割当てと、ノードＢに対
するＬＡＣの割当てとを伝達することと、
　前記ホームノードＢに対するＬＡＣの割当てと、前記ノードＢに対するＬＡＣの割当て
とのうちの１つに基づいて、前記ＵＥと、前記ホームノードＢおよび前記ノードＢのうち
の少なくとも１つとの間に接続を確立することをさらに含む上記［２４］記載の方法。
　［２８］ワイヤレス通信装置において、
　ホームノード基地局（ホームノードＢ）に関係し、接続のためのホームノードＢを識別
する検出通知を、ユーザ機器（ＵＥ）から受信し、
　少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、前記少なくとも１つのホームノードＢ
とを、前記ノードＢよりも前記ホームノードＢに、前記ＵＥに対する接続を優先させる階
層構造内に組織し、
　前記階層構造のうちの１つに基づいて、前記ＵＥと、前記ホームノードＢおよび前記ノ
ードＢのうちの少なくとも１つとの間に接続を確立する、
　ように構成されている少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備するワイヤレス通信
装置。
　［２９］ＬＡＣの割当てと、ＰＬＭＮ ＩＤと、ＳＩＢとのうちの少なくとも１つを活
用して、前記ＵＥと、前記ホームノードＢおよび前記ノードＢのうちの少なくとも１つと
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の間に接続を確立するように構成されている少なくとも１つのプロセッサをさらに具備す
る上記［２８］記載のワイヤレス通信装置。
　［３０］ワイヤレス通信装置において、
　第１のＵＥから、検出されたホームノード基地局（ホームノードＢ）に関連した通知を
受信する手段と、
　前記検出されたホームノードＢに関連した情報を第２のＵＥに伝達する手段と、
　前記検出されたホームノードＢに関連したデータの一部を活用して、前記ホームノード
ＢをノードＢと区別する手段と、
　前記データの一部に基づいて、前記ホームノードＢと、前記ノードＢとのうちの少なく
とも１つに前記ＵＥが接続することを可能にする手段とを具備するワイヤレス通信装置。
　［３１］前記データの一部は、ホームノードＢに対するＳＩＢと、ノードＢに対するＳ
ＩＢとのうちの少なくとも１つである上記［３０］記載のワイヤレス通信装置。
　［３２］前記ホームノードＢに対するＳＩＢは、前記ノードＢに対するＳＩＢよりも接
続に対して優先される上記［３０］記載のワイヤレス通信装置。
　［３３］前記データの一部は、マクロネットワークに対するＰＬＭＮ ＩＤと、ホーム
ノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤとのうちの少なくとも１つである上記［３０］記載のワ
イヤレス通信装置。
　［３４］前記ホームノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤは、マクロネットワークに対する
ＰＬＭＮ ＩＤよりも接続に対して優先される上記［３０］記載のワイヤレス通信装置。
　［３５］前記データの一部は、ホームノードＢに対するＬＡＣと、ノードＢに対するＬ
ＡＣとのうちの少なくとも１つである上記［３０］記載のワイヤレス通信装置。
　［３６］前記ホームノードＢに対するＬＡＣは、前記ノードＢに対するＬＡＣよりも接
続に対して優先される上記［３０］記載のワイヤレス通信装置。
　［３７］コンピュータプログラムプロダクトにおいて、
　少なくとも１つのコンピュータに、ユーザ機器（ＵＥ）から、ホームノード基地局（ホ
ームノードＢ）に関係する検出通知を受信させるためのコードであって、前記検出通知は
、接続のためのホームノードＢを識別するコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、前
記少なくとも１つのホームノードＢとを、前記ノードＢよりも前記ホームノードＢに、前
記ＵＥに対する接続を優先させる階層構造内に組織させるためのコードと、
　少なくとも１つのコンピュータに、前記階層構造のうちの１つに基づいて、前記ＵＥと
、前記ホームノードＢおよび前記ノードＢのうちの少なくとも１つとの間の接続を可能に
させるためのコードと、
　を備えるコンピュータ読取り可能媒体と、
　少なくとも１つのプロセッサに結合されているメモリとを具備するコンピュータプログ
ラムプロダクト。
　［３８］少なくとも１つのコンピュータに、ＬＡＣの割当てと、ＰＬＭＮ ＩＤと、Ｓ
ＩＢとのうちの少なくとも１つを活用して、前記ＵＥと、前記ホームノードＢおよび前記
ノードＢのうちの少なくとも１つとの間の接続を可能にさせるためのコードを備えるコン
ピュータ読取り可能媒体をさらに具備する上記［３７］記載のコンピュータプログラムプ
ロダクト。
　［３９］装置において、
　ユーザ機器（ＵＥ）から、検出されたホームノード基地局（ホームノードＢ）を受信す
る受信機モジュールと、
　階層構造を利用して、少なくとも１つのノード基地局（ノードＢ）と、少なくとも１つ
の検出されたホームノードＢとを組織するモジュールであって、前記階層構造は、ノード
Ｂよりも前記検出されたホームノードＢを優先させるオーガナイザーモジュールと、
　前記ＵＥにデータの一部を伝達するモジュールであって、前記データの一部は、ホーム
ノードＢに対するＳＩＢと、ノードＢに対するＳＩＢと、ホームノードＢに対するＰＬＭ
Ｎ ＩＤと、ノードＢに対するＰＬＭＮ ＩＤと、ホームノードＢに対するＬＡＣと、ノー
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ドＢに対するＬＡＣとのうちの少なくとも１つである送信機モジュールとを具備する装置
。
　［４０］前記伝達されたデータの一部に基づいて、前記ＵＥは、前記検出されたホーム
ノードＢと、前記ノードＢとのうちの少なくとも１つに接続する上記［３９］記載の装置
。
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